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序章
第 1節 問題の所在
日本各地には古来より多様な「病い」が存在
し、時代を超えて人びとを苦しめてきた。この数
ある病いの中、ある病いが一定の地域に持続して
多発する場合、それはただの病いではなくなり、
その土地固有の病い、「風土病」1）と呼ばれるよう
になる。
風土病は、条件さえ揃えば土地や人びとの生活
様式を問わず、誰でも罹患する風邪などの病いと
は異なり、特定の土地の条件や住民の暮らし振り
が原因となって発生する。一度病いが発生する
と、その地域の住民の暮らしや生活環境にも大き
な影響を与えるほか、病いを鎮めるための特定の
信仰が興ったり、病いを癒すための民間療法が生
まれたりするなど、その土地ならではの数々の
「病いの文化」を生み出す。この病いの文化は、
病いの防圧後もそのまま残るものもあれば、姿は
消せども人びとの病いの語りの中にその名残を残
すものもある。
本研究は、日本各地でかつて猛威をふるった数
ある風土病の中から、兵庫県西宮市および宝塚市
における「斑状歯」に着目し、風土病をめぐる人
びとの生活実践、原因となる水との関わり方、そ
してかつての罹患者たちが行なう病いの語り、語
りの中の病いに対する認識のあり方について、民
俗学的方法により、風土病と人びとの関わり方が
いかなるものであったかを明らかにすることを目
的とする。
さて、まず本論に進む前に、風土病の定義を述
べておく。
日本の風土病研究の第一人者である佐々学は、
自身の著書で、「風土病とは、ある地域の気候、
土壌、生物といった自然環境の特異な様相を根源
とし、これとその地域にすむ人びとの風俗、習
慣、因襲などとの織りなす複雑なつながりの中に
派生した特殊な疾患」（佐々 1960 a : 5）と定義
している。本論文もこの定義に則ったうえで、話
を進める。
本論の対象となる風土病、斑状歯についても触
れておく。斑状歯とは、歯の表面にあらわれる異
常で、一定量を超えるフッ素を日常的に摂取する
ことによって発生する病いである。この病いは、
兵庫県下では六甲山東麓（西宮市、宝塚市）にお
いて発生した。詳しい説明は後述する。
第 2節 風土病と民俗学
（1）日本の風土病
かつて、日本各地にはさまざまな風土病が存在
した。日本に存在した風土病のうち有名なものを
挙げるならば、日本住血吸虫病（山梨県・佐賀県
・福岡県など）、ツツガムシ病（新潟県ほか全国
各地）、マラリア（滋賀県、京都府、沖縄県、ほ
か全国各地）、フィラリア（愛媛県、高知県、沖
縄県など）、くる病（和歌山県）、成人 T 細胞白
血病（鹿児島県など）が広く知られている。
しかし、実際には日本各地において、一体どの
ようなものが風土病と呼ばれ、どのくらいの種類
があったのだろうか。かつて各地で風土病と呼ば
れたものを紹介しよう。秋本國男のまとめた一覧
表によると、日本各地のいわゆる風土病は以下の
とおりである（秋本 1955）。
北海道…流行性肝炎、くる病
礼文島…エヒノコックス
青森県…ジェルリエー病（首下がり病）、くる病、
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しび・がっちゃき
岩手県…ジェルリエー病（首下がり病）、くる病
宮城県…ワイル氏病、肝臓ジストマ症
秋田県…つつが虫病（けだに・毛蝨病・赤蟲
病）、くる病
山形県…ワイル氏病、つつが虫病
福島県…ツラレミア（野兎病・大原氏病・百日こ
ぶ）
茨城県…日本住血吸虫病（洪水病）、ワイル氏病、
肺ジストマ症、肝臓ジストマ症
栃木県…ワイル氏病
群馬県…ワイル氏病
埼玉県…七日熱（八日熱病）、ワイル氏病、ペラ
グラ
千葉県…ツラレミア（野兎病・大原氏病）、ワイ
ル氏病、日本住血吸虫病
東京都
八丈島…フィラリア、くさふるい、せんき
八丈小島…フィラリア、ばく、みつれる、ほ
ろし
伊豆七島…七島熱（八丈熱・八丈デング）、
不明熱、フィラリア
神奈川県…三浦半島…野地熱
新潟県…つつが虫病（赤蟲病・毛蝨病）、くる病
（内たも・外たも）、ワイル氏病、肺ジス
トマ症、肝臓ジストマ症
富山県…くる病（ふしたん）、ワイル氏病
石川県…くる病
能登地方…脳炎様疾患
福井県…くる病、マラリア
山梨県…フィラリア、日本住血吸虫病
長野県…下伊那地方…秋風
岐阜県…肺ジストマ症、肝臓ジストマ症、ワイル
氏病、首下がり病
静岡県…日本住血吸虫病（川尻病）、地方性発疹
熱（二週間熱・二十日熱）、ワイル氏病、
秋季レプトスピラ病（あきやみ・用水病
・天龍熱・天龍病）、ツラレミア（野兎
病）、フィラリア（血蟲・疝氣）
愛知県…マラリア
海部郡八開村及び中島郡祖父江町…住血吸虫
性皮膚炎（水田病・水田性かぶれ・水田
性皮膚炎）
三重県…ネムタ病、脊髄側索硬化症（筋委縮性側
索硬化症）
長島地方…水田性皮膚炎
滋賀県…ワイル氏病
彦根地方…マラリア（おこり・おこりがつい
た）
神崎郡能登川町旭…モール皮膚炎（かぶれ・
まけ・すくもまけ・そぶまけ・干拓病・
水田性皮膚炎）
京都府…與謝地方…丹後熱（與謝熱）
大阪府…泉南部…二十日熱、淡輪熱
兵庫県…宝塚地方…斑状歯（はくさり・なす齒）
和歌山県…フィラリア、筋委縮性側索硬化症
鳥取県…斑状歯（因幡熱・疲勞熱）、若菜病（浮
苦症・菜毒症・山崎病・小菜中毒・若菜
中毒）
島根県…ワイル氏病、フィラリア（でいご・くさ）、
セルカリア皮膚炎（湖岸病・湖畔病）
岡山県…ワイル氏病、肝臓ジストマ症、流行熱、
日本住血吸虫病（西代病）、秋季レプト
スピラ病（作州熱）
広島県…日本住血吸虫病（片山病）
徳島県…徳島熱、腸胃熱
香川県…発疹病（高松病）、馬宿病
愛媛県…肺ジストマ症、肝臓ジストマ症、ワイル
氏病、フィラリア
参川村…甲状腺腫
高知県…ほつぱん症、秋季レプトスピラ病（土佐
熱・秋熱・がんどう・秋ぶ）、ワイル氏
病（黄疸疫・黒膽）
福岡県…ワイル氏病（熱性黄疫）、秋季レプトス
ピラ病（七日疫・七日熱・地熱・八日熱）、
フィラリア（くさふるい）、若菜病（肥
まけ）、日本住血吸虫病
佐賀県…地方病性皮膚限局性浮腫（皮膚顎口虫症
・長江浮腫）、ワイル氏病、秋季レプト
スピラ病（七日熱）、日本住血吸虫病
（肥かぶれ・土かぶれ）、フィラリア
長崎県…ワイル氏病、秋季レプトスピラ病（なぬ
かやみ・七日熱・波佐見熱）、若菜病
（こやしまけ・こえ蟲症・糞蟲がのどに
つく・かぶれ）、フィラリア（くさ・く
さふるい・せんき）
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対馬…脚せき
熊本県…ワイル氏病、秋季レプトスピラ病（七日
熱）、フィラリア（くさふるい・かさふ
るい）
阿蘇山…火山病
鏡町付近…鏡熱
大分県…秋季レプトスピラ病（アッケ病・アッケ
熱）、フィラリア
宮崎県…日向熱、流行性肝炎、ワイル氏病、フィ
ラリア
鹿児島県…発疹熱（二週間熱・不明熱）、ワイル
氏病、フィラリア（ふるい・せんき・
くさふるい・くびふるい）
甑島…ふんとく、ふうとく、ほた、やいめ
ん、でんご、ふるい、ちよか、せんき
獅子島…せんき、せんしゃく、一升ぎんた
ま、小便づまり、でんご
種子島…ふるい、あしぐさ、ぐき、かたぐ
さ、くびぐさ、うつぼ、うつつ
この中には、医学の発展や環境の変化、人びと
の生活変化により現在は完全に終息したものもあ
る。また、かつて風土病と呼ばれたものの、急速
な環境の変化と人の移動から病いの範囲が拡大
し、もはやその地域だけに見られる固有の病いで
はなく、全国で見られるようになった病いも存在
する。しかし、病いの中心地となった地域では、
今もその病いの名残を残しており、調査可能な地
域が多い。
（2）風土病をめぐる民俗学的研究
つぎに、これら風土病に対する、現在に至るま
での研究について触れておく。
医学の領域においては、当然のことながら、長
年多くの医学者たちによって、病いの発生から罹
患者の治療、病の終息、そしてその後に至るまで
多くの研究が蓄積されている。また、これら医学
者の中には、本業の医学的研究に加えて、人文社
会的な興味を持って、病いの研究を行なった者も
いる。先にも触れた佐々学（1960 a、1960 b）は、
医師として各地で治療や医学的研究に取り組む傍
ら、当時の病いと現地の人びとの関わり方や、現
地での病いの語られ方など、実際に自身が見聞き
した病いに関する生活実践や語りを著書の中で報
告している。しかし、佐々の報告は、学術研究と
しての人文社会的研究にまで踏み込んだものでは
なく、病いを題材としたエッセーの域に留まるも
のである。
では、人文社会学的領域における風土病研究は
どうか。
人文社会学的領域の中でも民俗学は、歴史的条
件や地理的条件など多様な条件が地層のように積
み重なり、現在にまで至る、多彩な人びとの暮ら
しを研究対象とする学問である。一方、風土病は
その土地の歴史的条件、地理的条件、そして人び
との暮らしのあり方が複雑に作用して発生する病
いである。両者は、非常に適合性の高い研究対象
と研究方法であるといえるが、実際はどのような
研究が行なわれているのだろうか。
櫻田勝徳は、『郷土研究』に掲載された「肥足
病」において、かつて自身が足を運んだ高知県沖
の島や長崎県嵯峨ノ島でみられる足が腫れる病い
について報告を行なっている。病いについては
「医者の領分で、自分なんかには判る筈が無い」
と述べたうえで、さまざまな島において島民によ
り語られる共通した病いの特徴をあげ、同じよう
な病いが文献ではどのように記されているかに触
れている（櫻田 1932）。
千葉徳爾は、「八重山諸島におけるマラリアと
住民」において、八重山諸島の風土病である「八
重山風気」、「ヤキー」の自然的な要素、つまり地
形や気候、生物などと、歴史的な社会関係の諸要
素の作用系列をみながら、当時の病いが蔓延した
原因を解いている（千葉 1972）。
佐久間惇一は、「恙虫をめぐる信仰の諸相」に
おいて、東北から中部地方にかけて発生し、かつ
てこれら地域の風土病と呼ばれたツツガムシ病を
紹介するとともに、その病いに関する祭祀、そし
てその分布と特色、病いにおける病因観を分析し
ている（佐久間 1983）。
鈴木昭栄は、「信濃川中流域における島虫神の
祭祀」において、東日本を中心に全国の河川沿岸
において暮らす住民に恐れられた風土病、恙虫病
を取り上げ、「島虫」をはじめとする対象地域で
のツツガムシの呼称、対象地域はどのような地理
的条件か、島虫を除けるために住民たちが行なう
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祭祀の形態、祭祀の対象など、「島虫」にまつわ
る地域と信仰のあり方を紹介している（鈴木
1983）。
佐久間と鈴木の報告は、もはや風土病の代名詞
とも言える存在になったマラリアやフィラリア以
外の風土病を人文社会研究者が取り上げ、調査研
究を行なった数少ない事例である。また、彼ら自
身も論文の中で触れているが、ツツガムシ病を扱
った民俗学的調査はきわめて少ない。これらの研
究は医学史研究者により行なわれているものが多
いが、調査範囲が限られていることを指摘してい
る。彼らの民俗学的研究における指摘は、ツツガ
ムシ病だけでなく、全ての風土病にわたっていえ
ることでもある。
千葉は「Medical geography と民間医療」の中
で、現地調査による地元住民による病いの概念と
現代医学における病いの概念の相違を発見し、問
題を投げかけたほか、先の佐久間と鈴木による論
文を引用しながら、ツツガムシ病の病いの文化を
紹介したうえで、従来の医学体系にもとづく疫学
的な地理学の研究テーマの他にも民間医療体系に
よる住民の疾病や健康についての認識の中に、地
域の生活実態を明らかにする資料が存在すると述
べ、これからの研究に期待すると述べている（千
葉 1986）。
また、民俗学の基礎文献である『日本民俗大辞
典』には、「風土病」の項目は存在しない。僅か
に篠原徹によって、佐久間・鈴木の論文を参考に
書かれた「ツツガムシ」の項目が書かれており、
ツツガムシと、それが原因で患う病いの「ツツガ
ムシ病」の紹介があり、ツツガムシにまつわる信
仰形態についての説明が掲載されているのみであ
る（篠原 2000）。
その後の人文社会系の研究領域において、千葉
に続く風土病に関する研究報告を行なったものは
いない。
秋本の報告する限りでも、実に多くの風土病が
日本にかつて存在した。また、病いが防圧された
現在も風土病は、その片鱗を土地の生活や人びと
の語りの中に留めている。それにもかかわらず、
人文社会研究は、風土病という題材に対して、ほ
とんど手を付けておらず、その報告は医学領域と
比較してあまりにも少ない。
こうした状況をふまえ、民俗学における風土病
研究の一事例研究として、兵庫県の斑状歯を取り
上げ、分析を行ないたい。
第 3節 風土病としての斑状歯
（1）全国の斑状歯
斑状歯とは
斑状歯とは、主に永久歯の表面に現れる歯の異
常で、一定量（0.8 ppm2）以上）を超えるフッ素を
含有する水を日常的に飲用している地域において
集団で発生する病いである。斑状歯は、罹患者の
歯の表面に白い模様があらわれ、病いの程度がさ
らに進むと、これら症状のうえに褐色又は暗褐色
の着色があるほか、歯が脆く弱くなるため、歯に
小さな穴が空く、歯の先端が欠けるなど、歯の形
状が損なわれることもある。
歯の美観は損なわれるものの、ものを噛むなど
の日常生活に必要な動作については、よほどの重
症でない限り、支障は無いとされる（図序－1～
4）。
この病いは、全国の花崗岩の多い地域（温泉、
火山、鉱山、渓谷など）で発見されており、これ
らの地域の地下水には高濃度のフッ素が含まれて
いることが多い。これは、花崗岩に含まれるフッ
化物の蛍石や黒雲母が、雨などで溶けて地下に浸
透し、地表の河川に流れ込むためである（宝塚水
道局斑状歯対策室・出版年不明、西宮市水道局・
出版年不明）。
斑状歯が文献上最初に報告された例は、イタリ
アにおける症状報告が初出であり、今日ではイタ
リア、アメリカ、中国、北アフリカなど、世界中
いたるところにおいて斑状歯が報告されている。
この病いは、人びとの生きるうえで必要不可欠
な水と深く関わる病いであるため、医学領域にお
いては早くから多くの調査研究が行なわれてき
た。
日本における斑状歯
日本で最初の斑状歯報告であるとされてきたの
は、1928（昭和 3）年に発表された、富取卯太治
の「本邦ニ於ケル地方病敵歯牙硬組織ノ異常研究
報告」である。この論文は富取が、岡山県赤磐郡
小野田村大字殿谷にある「山ノ鼻」と「沖」の 2
部落で実施した調査にもとづくものである3）。
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富取の報告では、斑状歯の文献を紹介し、住民
たちの歯牙異常を斑状歯と疑って調査したものと
考えられる。富取は、この地の患者における歯牙
異常の特徴、本症罹患者の虫歯が軽度な点、飲用
水が発症に関与している点、乳歯が本症に罹患し
ない点など、斑状歯と思われる特徴を挙げてお
り、これとは別の調査において、住民の他村との
出入りの関係から遺伝性の疾患ではないことにも
言及している。
しかし、これ以前にも日本人が斑状歯を認めた
ことに触れた論文は数点存在する。
1925（大正 14）年、福井勝は「福岡県ノ或地
方ニ於ケル住民ノ歯牙異常ニ就イテ」という報告
で、1915（大正 4）年に福岡県のある地域4）にお
いて住民たちの歯に白斑と着色が認められること
を報告している（福井 1925）。この当時、日本で
は斑状歯がまだ未紹介であったため、福井はこの
住民らの症状を斑状歯と考えて報告していない
が、後年の研究によりこの症状が斑状歯であると
判明した（茂田 1941、米沢 1952）。
また、富取よりも後年に発表された報告である
ものの、論文中に富取よりも早い段階で斑状歯を
発見したと述べられている報告は数点存在する。
1930（昭和 5）年、鈴木富雄は、「モットルド
エナメル Mottled Enamel に関する綜合的観察」
において、1920（大正 9）年に中国で斑状歯と思
われる歯牙異常を発見していたことを載せている
（鈴木 1930）。
1937（昭和 12）年、大橋謙二は「所謂斑状歯
に就キテノ考察」という報告の冒頭において、
1917（大正 6）年の春、兵庫県下武庫郡宝塚町に
おける斑状歯の原因とその全身に及ぶ影響を調査
研究したと述べている（大橋 1937）。
1953（昭和 28）年、住川熊雄は、「斑状歯褐色
班の漂白法に就いて」という報告において、1923
（大正 12）年に兵庫県武庫郡良元村宝塚の付近の
住民の歯牙に異常があり、その原因と処置につい
て不審を抱いていたということを述べている（住
川 1953）。
斑状歯の地理的分布
これらの報告以外にも、のちに斑状歯と認めら
れる歯牙異常が日本各地に存在したということが
報告されている。これらをまとめたものとして、
1931（昭和 6）年の正木正、三村勝隆の「日本に
於ける所謂斑状齒 Mottled Teeth の地理的分布」
があげられる。この論文において、報告されてい
る斑状歯地域は以下の通りである（正木・三村
1931）。
図序－1 斑状歯 図序－2 斑状歯
図序－3 斑状歯 図序－4 斑状歯
＊『宝塚市の斑状歯対策』（出版年不明、宝塚市水道局斑状歯対策室）より。
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愛知県…中島郡起町、丹羽郡犬山町
石川県…石川郡湯湧谷村、能美郡西尾村
富山県…高岡市、射水郡大門町、西礪波郡赤丸村
福井県…足羽郡下文殊村
岐阜県…稲葉郡日置江村、武儀郡小金田村、揖斐
郡谷汲村、加茂郡八百津町、吉城郡坂下
村
滋賀県…野洲郡三上村、甲賀郡水口村、坂田郡息
長村
京都府…京都市二條通西洞院角、京都市東山區今
熊野南日吉町、與謝郡本荘村、南桑田郡
千代川村
奈良県…生駒郡三南村、生駒郡都跡村
和歌山県…那賀郡眞國村
大坂府…東成郡平野郷町
兵庫県…武庫郡良元村、川邊郡小浜村、有馬郡有
馬村、塩瀬村山口村の各部落、多可郡黒
田庄村、川邊郡中谷村
岡山県…後月郡出部村、小田郡矢掛町、淺口郡玉
島町、富田村、兒島郡富田村、眞庭郡美
甘村、川上郡富家村
広島県…佐伯郡玖島村、安芸郡音戸町、安芸郡渡
の子島、山縣郡新庄村、比婆郡美古登
村、福山市、深安郡川口村、大津野村、
沼隈郡本郷村
鳥取県…西伯郡所子村
島根県…邑知郡日貫村、邑知郡出羽村
山口県…美禰郡共和村、厚狭郡高千帆村、熊毛郡
平生町、阿武郡三見村、豊浦郡川棚村、
佐波郡防府町、佐波郡牟禮村、大島郡久
賀町
香川県…木田郡古高松村
鹿児島県…姶良郡加治木町、大島郡東天城村
また、これらの分布の中には、この病いが医学
者によって発見され、斑状歯という呼称が地域で
知られるようになる前から、地域に住む住民たち
が自分たちで病いを発見し、呼称をつけていた地
域がある。その呼称は、「なすび歯」又は「なす
歯」、「ハクサリ（歯腐り）」、「ヨナ歯」、「クワズ
（喰わず）」又は「クイヤミ（喰い止み）」と多岐
にわたり、それぞれ呼ばれている地域は以下の通
りである。
「なすび歯」又は「なす歯」
和歌山県…勝浦温泉周辺（須川 1939）
兵庫県…西宮市山口（山口村誌編纂委員会
1973）、宝塚地方（秋本 1955）
「ハクサリ」
兵庫県…宝塚市逆瀬川（正木・富取・須永 1930）
「ヨナ歯」地域（高橋 1955）
熊本県…阿蘇郡高森町、色味村、内牧村、黒川
村、鹿本郡山鹿村、田底村
「クワズ」又は「クイヤミ」（高橋 1955）5）
滋賀県…滋賀郡小松村、木戸村
兵庫県…養父郡建屋村、加東郡鴨川村、氷上郡
上久下村、西脇市北延庄、神戸市兵庫
区道場町、有野町、西宮市山口
島根県…邑知郡川本町、高原邑、山羽村、阿順
奈村、田所村、鹿立郡七日市村、安濃
郡佐比売村、飯石郡志志村
広島県…山県郡郡谷町、吉坂村、川辺村、原
村、南方村、八重町、壬生町、高田郡
横田村、生桑村、川根村、北村、本
村、来原村、安佐郡鈴張村、飯室村、
豊田郡河内村
香川県…大川郡五名村
（2）六甲山東麓の斑状歯
前項において、日本における斑状歯報告の初期
の段階から、今回のフィールドの 1つである宝塚
地域において斑状歯が確認され、報告されている
ことについては触れた。
兵庫県における斑状歯の調査報告は、大橋
（1937）が 1917（大正 6）年春に行なった調査報
告が最初の報告であろう。この調査では、地理的
関係および罹患率が最も高いとされる、現在の宝
塚市武庫郡良元・小浜と現在の西宮市に含まれる
生瀬の小学生を主に調査研究を行なった。このほ
かに調査地方の地理的関係、気候、温度、雨量、
および産物、住民の職業および生活状態、飲食物
などにも触れ、住民の斑状歯の原因を考察してい
る。
その後年、1930（昭和 5）年春、正木正は武庫
郡宝塚の温泉旅館の家人に偶然斑状歯の罹患者を
発見し、同年夏、兵庫県衛生課の応援のもと、本
症についての調査報告を行なった。同年、正木正
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は、他 2名と「兵庫県下に於ける地方病性歯牙硬
組織異常の調査報告の概要」においてこの調査報
告を行なっている（正木・富取・須永 1930）。
1939（昭和 14）年、須川豊は「兵庫県下に於
ける所謂斑状歯の原因に就いての考察」におい
て、温泉地とフッ素の関係性に触れ、兵庫県が全
国有数の温泉地であることから斑状歯が多くみら
れ、調査地の兵庫県良元村伊孑志の井戸水、良元
村小林駅付近の湧水、塩瀬村生瀬の簡易水道、有
馬瑞宝寺の簡易水道のフッ素含有量が 0.8 ppm を
超えていることを報告している。また、須川は、
この報告において、自身の郷里に近い和歌山県の
勝浦温泉と温峯温泉では、現地で「なすび歯」と
呼ばれる斑状歯の歯牙異常がみられることについ
て触れており、兵庫県が日本において最も有名な
斑状歯罹患地であると述べている（須川 1939）。
此の地に於ける斑状歯の認められるは相當廣
く、六甲山脈を中心とする武庫川の流域並びに
其の支流である逆瀨側、大多田川、有馬川の流
域にある部落、卽ち兵庫縣武庫郡、有馬郡、川
邊郡と神戸市の一部に亘った範圍である。
（須川豊 1939）
では、次章以降では、六甲山東麓における斑状
歯と人びととの関わりがいかなるものであったか
を詳しくみていく。
註
１）または「地方病」とも。医学領域においてはこち
らが使われることが多い。
２）単位 ppm とは、水 1ℓに対し、物質が何㎎含まれ
ているかを表す数値である。
３）本項目の記述は加藤一夫、石井拓男、榊原悠紀田
郎（1988）による。
４）この地域は、後年の調査において福岡県田川郡後
藤寺町での調査だったと報告されている（茂田
1941、米沢 1952）。
５）「クワズ」、「クイヤミ」という呼称は、人間が患う
斑状歯のほかに、畜産における斑状歯に対しても
多く用いられる呼称である。
第 1章 村落部の斑状歯
第 1節 船坂
（1）船坂とは
船坂は、兵庫県南東部、西宮市の北部に位置す
る地域である（図 1−1）。
現在、山口町に属し、人口 696人、世帯数 200
世帯の小さな集落である（2012（平成 24）年度 10
月現在。西宮市ホームページ http : //www.nishi.or.
jp/homepage/siryo/toukei/H24cyoujinkou（50）.pdf）1）。
六甲山裏側の標高 300～400 m の山間部に位置
する船坂は、空気は澄み、自然豊かな土地である
（写真 1−1、写真 1−2）。また集落の中心部には東
西にかけて太多田川が流れており、西部には南北
にかけて船坂川が流れる、非常に水に恵まれた土
地でもある。住民たちは水道が各家庭に通るま
で、この自然から水の恩恵を直接受けていた（写
真 1−3、写真 1−4）。
船坂では、船坂に隣接する山口地区の水と比較
して、塩分の少ない良質の地下水が流れている。
それらを利用して、かつて船坂の多くは敷地内に
は井戸があり、井戸が引けない地域にも豊かな水
い
源があった。船坂の東部に位置する集落の「亥
すみ
角」2）という小字には「ねずみがわら」と呼ばれ
る水源から引く山水を溜めた貯水槽が、「モミノ
キ」には「シミズ」と呼ばれる淡水の湧水があ
り、それぞれの集落内で共同に使用していた。古
くから住む住民たちの多くは、「あの時の水は本
当においしかった」と口ぐちに語っている。
住民の多くは農業に従事しており、自然条件を
活かした棚田での米の生産や、標高の高さと昼夜
の大きな寒暖差を活かして、良質のパセリやほう
れんそうなどの野菜を生産している。これら野菜
は、交通が発達していなかった頃、京阪神の市場
において珍重され高値で取引された。
この他には、かつて、船坂の気候、風土、水質
などを利用して、寒天作りと凍り豆腐の製造も盛
んに行なわれていたが、平成初期をもって、その
全工場が廃業している。
この地の歴史は古く、7世紀中頃、山口地域は
有馬温泉の入湯路として開かれ、船坂は有馬街道
沿いの中継地として集落が形成された。当時、大
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図 1−1 兵庫県西宮市山口町船坂
＊国土地理院 1 : 25.000地形図「宝塚」（2005（平成 17）年発行）をもとに作成。
写真 1−1 船坂の景観
写真 1−3 船坂の景観（モミノキ近辺）
＊写真右下の屋根のある場所がシミズ
写真 1−2 船坂の景観
写真 1−4 船坂の景観（太多田川）
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和や難波などの大阪方面から有馬温泉に向かう場
合、西宮の津門を経て、武庫川の西岸から蔵人、
伊孑志を通り、生瀬から太多田川の峡谷、そして
船坂から金仙寺、目的地有馬へと通ったとされて
いる。
このように有馬の中継地として船坂村はその単
独性を保っていたが、1883（明治 16）年、明治
政府の連合町村制により近隣の山口村に加入し、
有馬郡山口村船坂となる。その後、1951（昭和
26）年、山口村は西宮市に合併され、それと同時
期に山口村は山口町と改称し、現在の西宮市山口
町船坂となった。
しかし、この自然豊かな土地船坂の住民たち
は、その自然ゆえに昔からある病いを患ってい
た。病いの名前は「なすび歯」、医学名称「斑状
歯」である。
（2）船坂の斑状歯
船坂の住民たちは、歯が茶色や黒色に染まり、
脆くなって形が欠ける病い、いわゆる斑状歯のこ
とを医学名称である「斑状歯」とは呼ばず、「な
すび歯」もしくは「なす歯」と呼んで記憶してい
る。「斑状歯」という呼称は、船坂の住民たちの
間ではあまり知られておらず、現地調査において
も住民は病いのことを認識していても「斑状歯」
という呼称では通じないことが多かった。本章で
は、現地の呼び方に則して、斑状歯のことを「な
すび歯」と呼ぶことにする3）。
船坂において、「なすび歯」は昔からこの地に
住む住民に見られる病いであったが、その中でも
特に亥角の住民に多い病いだった。
船坂の氏神である舟坂山王神社（以降、山王神
社と表記する。写真 1−5）を中心として考えた場
合、この亥角は船坂の中では東南に位置し、隣保
制では第 6班に在していた。地図でみると、×6
を中心とした斑状歯罹患率「最多」の地区一帯が
亥角である（写真 1−6、図 1−2）。
亥角から近いが、地図上、斑状歯罹患率「やや
多」の地区は、「ヒガシラ」と呼ばれ、隣保は 4
図 1−2 船坂内地図（昭和 32年の調査に基づく）
＊『西宮市史』1（1959年版、西宮市、1959年刊行、42
頁）をもとに作成。
写真 1−5 舟坂山王神社
写真 1−6 亥角の景観
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班と少々 5班の住民の混ざった地区である（図 1
−2参照）。こちらの地区では、生活用水に適した
地下水が採れるため、井戸水が用いられていた。
次に現在の阪急バスの「舟坂東口」停留所に近
い太多田川沿いの地区は「モミノキ」と呼ばれて
おり、こちらは隣保制では第 8班で、地図上×9
を中心とした湧水（シミズ）を用いる集落一帯で
ある（写真 1−3、写真 1−7、図 1−2参照）。ここ
からさらに南寄りの地区は「ヒライ」と呼ばれ、
×8を中心とした湧水を用いていた（図 1−2）。
亥角は、船坂の他の地区に比べて水が乏しく、
井戸を掘っても湧水が出ず、地中奥深くまで掘れ
ば地下水が出るものの、出てくる水はいわゆる鉱
泉であり、飲み水にも洗濯などの生活用水にも適
さない4）。そのため、住民は生活水を求めて、自
らの地区からやや離れた「ねずみがわら」と呼ば
れる水源地、地図上では×5に位置する地点を利
用することにした（図 1−2）。
このねずみがわらの水は、太多田川水系に属す
る水であり、斑状歯の原因となるフッ素を多く含
んでいる。亥角の住民は、このフッ素を多く含む
ねずみがわらの水を生活用水として用い、常飲し
ていたため、船坂の中でも斑状歯の罹患者が特に
多かったのである。
第 2節 異人殺し伝説
現在の船坂では、「なすび歯」の患者は亥角に
多いとされているが、かつては船坂中に「なすび
歯」の罹患者がいたらしい。この地域には、「な
すび歯」に関してこのような伝説が伝わってい
る。
「ナスのたたり」
シンシンと雪の降る夜、船坂の弥太八の家の
戸を一人の老人がたたいた。「有馬の温泉に行
く途中、このふぶきにあった。どうぞ一晩泊め
て下さい」。もともと人の良い弥太八は、気軽
に承知した。カッカッ燃えるいろりばたですす
められるままにドブ酒などを飲みほしながら老
人は話しだした。
私の村は丹波の山村だが、稲や野菜はあまり
できない。村人たちは木を切ったりして、ほそ
ぼそと生活している。私は、なにかこの地に適
した作物はないかと思い、各地の農業研究家を
たずね歩くことにした。妻子とわかれ、故郷を
後に旅立った。苦労に苦労をかさね、そう、国
を出てから一九年でしょうか、出羽の山形で、
やっとりっぱな農業研究家に出合うことができ
ました。その山形の村は、私の国よりももっと
高いところにあり、しかも気候が不順なのに、
特産物のナスを栽培して多額の収益をあげ、村
中豊かに生活している。その農業研究家が、苦
心して品種を改良したのだ。私はこの人をたず
ね、故郷の実情を話して教えをこうた。何か月
か住み込みで指導を受け、とうとう私の熱意が
通じたのか、その研究家は大切なナスの種をわ
けてくれました。このナスはどんな土地でも見
事に育ち、収穫が多いうえに味もよく、まさに
天下一品のナスです。各地から種をわけてくれ
と申し込んでくるが、村の外へは持ち出さない
よう取り決めている。一日も早く村人たちとこ
の喜びをわけ合おうと、私は研究家のもとを去
った。途中、よその農民や武士に襲われ、何度
か種を奪われそうになったが、どうやら無事に
切り抜けた。有馬の温泉で長い旅路の疲れをや
すめようとここまできたら、このふぶきにあっ
たしだいです。
かたり終わって、老人は眠ってしまった。弥
太八は、この話に胸を打たれた。船坂も老人の
村と同じだ。高いところにあって農作がうまく
いかず、村人たちの生活は苦しい。このナスを
栽培すれば、村はどんなに助かることか。たま
写真 1−7 「舟坂東口」バス停付近
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らなくなった弥太八は、老人の腹巻をさぐって
種の包みをとり出した。わずか数十粒しかな
い。その半分を普通の種とすりかえた。
そうとは知らぬ老人は、弥太八に深く感謝し
てまた旅立った。弥太八はさすがに心苦しかっ
た。しばらくして「村はずれで人殺しがあっ
た。丹波の人らしい」という騒ぎ声。弥太八が
すっとんで行くと、やはり前夜の老人だ。弥太
八がとりすがると、死んでいるとみえた老人が
カッと目を開き、「残念ながら種を奪われた。
あのナスを栽培するものにたたってやる」と叫
んで息を引き取った。弥太八は老人を手厚くと
むらった。
船坂はナスの名産地となった。“船坂の長ナ
ス”といわれて、飛ぶような売れ行き。ところ
が、そのころから村人たちの歯が黒く染まりだ
した。みがいてもきれいにならず、しまいには
歯がくさってしまう。弥太八だけは、これはナ
スの種を奪われた老人のうらみのせいだと考え
た。老人が死んでから一〇年目の命日、弥太八
は村人を招いて供養し、一部始終を物語って老
人の霊前に種をすりかえた罪をわびた。そして
かれは、仏門にはいるため村を去った。
ふしぎなことに、その黒い歯はだんだんすく
なくなった。そして年月がたち、いつのまにか
ナスはつくられなくなった。（山口村誌編纂委
員会 1973 : 240−242）
ここに掲げた伝説は、『山口村誌』に記載され
ているものだが、村誌が編纂された昭和 48
（1973）年当時、後述する A 氏は船坂在住の「古
老」たちが、同様の伝説を語っていたのを耳にし
たという。現在でも船坂ではこの語りと同様の語
りが語られる場合もあるが、一方で、この語りを
全く知らないという住民も増えている。
このことからすれば、現在はともかく、かつて
船坂においては「なすび歯」の原因を説明する語
りとして、この伝説が語られていたと考えられ
る。
ところで、このナスの伝説は、民俗学の領域に
おいては、いわゆる「異人殺し」という種の伝説
に属す。
「異人殺し」とは、「社会集団の外部から訪れた
旅人が、金品の強奪目的のために殺されるという
モチーフをもつ伝承で、日本各地にみられる。殺
される異人は、六部・山伏・巫女・巡礼などの遊
行の宗教者であることが多い。異人殺しの伝承に
は、伝説として語られるものと、因果応報の思想
が色濃い昔話へと転化したものがあり、さまざま
なバリエーションがある。一般的な話としては、
旅人の来訪、村人による金品強奪目的による殺害
とその金品による家の繁栄、殺された異人の祟り
とそれによる家の没落、などの構成からなる。異
人殺しの伝承は、とりわけ特定の家の急速な繁栄
と没落という異常な出来事に対して、その原因を
説明するものとして語られてきたとされる。（中
略）語られる際には、外部に受け入れられやすい
ように変形されている場合が多い」（福田アジオ
・湯川洋司・神田より子・中込睦子・渡邊欣雄編
『日本民俗大辞典』上、吉川弘文館、2000年、88
頁）と説明されている。
この「異人殺し」を考察した民俗学的研究とし
て、小松和彦の『異人論』があげられる（小松
1995）。
小松は、日本各地の「異人殺し」伝説の事例を
取り上げ、民俗社会における「異人殺し」のフォ
ークロアの存在意義について、「民俗社会内部の
矛盾の辻褄合せのために語り出されるものであっ
て、「異人」に対する潜在的な民俗社会の人びと
の恐怖心と“排除”の思想によって支えられてい
るフォークロアである。（中略）つまり、民俗社
会は外部の存在たる「異人」に対して門戸を閉ざ
して交通を拒絶しているのではなく、社会の生命
を維持するために「異人」をいったん吸収したの
ちに、社会の外に吐き出すのである。しかもその
結果として社会の内部にもしるしづけを受けた家
が、社会的な差別を受けるような家が生み出され
ることさえあるわけである」（小松 1995 : 90）と
説明している5）。
この類の伝説は、全国に見られる語りであり、
ある個人、またはある地域が急に富んだ理由を説
明するために用いられる語りのパターンである
が、船坂において、この「異人殺し」は、「何故
船坂がナスで発展したのか」そして「何故船坂で
「なすび歯」が発生したのか」という 2種類の問
題を説明するために用いられている点で非常に興
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味深い。
船坂の「異人殺し」伝説の場合、「異人」は丹
波の旅の老人で、殺されることで奪われる「金
品」はナスの種に置き換えられている。そして、
船坂の伝説では、「異人」は、「異人」をもてなし
た主人によって殺されるのではなく、「村はずれ」
で何者かに殺されたことになっている。その後、
船坂は「異人」のもたらした「金品」、つまりナ
スの種によって富を得て、船坂の名を各地に広く
知らしめた。
一般に、「異人殺し」の伝説の類では、「異人」
を歓待した家は「金品」によって繁栄したその
後、「異人」の祟りによって、その家が「没落」
するまでが語られるとされているが、この「ナス
のたたり」伝説では、その没落は風土病の「なす
び歯」に置き換えられており、その原因は他の
「異人殺し」と同じく、「異人」の祟りによるもの
であると考えられている。
主人の話を聞いた村内で人びとは、老人の霊を
鎮めることによって、祟りのあらわれである病い
を治そうとする。一方で、「異人」の祟りを招い
た主な原因である主人は、霊前で老人に詫び、仏
門に入ることで「異人」の許しを乞う。そして、
幾ばくかの年月が流れ、村落から「なすび歯」は
減少し、「異人」の祟りを招くナスは、船坂で作
られなくなったとされる。
現在の住民たちには、船坂がかつて茄子で栄え
たという記憶は残っておらず、現在の船坂におけ
る名産は、パセリやホウレンソウなどの作物であ
る。大正時代においても、船坂の名産品として挙
げられているのは、パセリなどの香味野菜や、カ
ーネーションや南天などの花である（写真 1−8）。
船坂の農家の方に伺ったところ、現在茄子は各
家庭用としてしか生産されていない（写真 1−9）。
船坂の気候は、茄子の栽培にあまり向いていない
とのことだ。
さらに現在の住民たちには、「ナスのたたり」
同様、船坂がかつて茄子で栄えたという記憶はほ
とんど残っていない。
ただし、近世期の記録には「同郡船坂村にあ
り、茄子の形は胡瓜のごとく、長さ七八寸もあ
り、色甚だうつくしく、此一村に限る。其味ひ佳
なる事、市岡茄子、小まつ茄子のおよぶ所にあら
ず」（濱松 1806 : 361）とあり、当時の船坂のナ
スの盛況ぶりがよくわかる。
これらをふまえたうえで、船坂の「ナスのたた
り」伝説について分析すると、まず、この地域に
は元々風土病としての斑状歯が存在し、この病い
を指す言葉として「なすび歯」という呼称があっ
たと考えられる。これは恐らく、斑状歯になった
罹患者の歯の色具合を指して、そう呼称するよう
になったのであろう。さらに、この地域ではいつ
頃から始まったのかは解らないが、ナスの栽培が
行なわれており、このナスは文献にもあるよう
に、船坂周辺地域のみならず、他の地域において
も好評を得ていた。
いつしかこの地域周辺における人びとのあいだ
に、「何故この地で病いが発生したのか」、「好評
を得ているナスは何故この地で栽培されるように
なったのか」という疑問が生まれるようになる。
人びとが疑問や問題を解消するために物語や伝
説を新たに語ることは、今昔においてままあるこ
写真 1−8 大正・昭和時代の船坂特産品
＊野口品子氏所蔵のパネル作品。
写真 1−9 船坂の茄子
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とだが、船坂の伝説の場合、その話の要として、
病いの呼称にもあり、当時の船坂を語るにおいて
最も重要なものの 1つである「ナス」に目を付
け、この 2つを結びつけた。そして、「ナスをも
たらした者は誰か」、「船坂が富んだ理由」、「「な
すび歯」になった理由」、「ナスが作られなくなっ
た理由」を、全国あらゆる場所で人伝いに語られ
る「異人殺し」の伝説の様式に流し入れ、2つの
別物の「ナス」をめぐる物語が語られるようにな
ったと推測される。
第 3節 「近い水」と斑状歯
（1）「なすび歯」の語り
現在の船坂においては、前節で取り上げた「異
人殺し」伝説が語られているものの、「なすび歯」
の原因は、かつてこの地で客死した丹波の老人に
よる「ナスのたたり」などではなく、自分たちが
生活に用いた「水」であるというのが住民たちの
理解である。今日、亥角の「なすび歯」の原因と
なった貯水槽の水を知る者は既にほとんどおら
ず、実際に「なすび歯」を患った者はさらに少な
い。若い住民の間では「なすび歯」という名前は
忘れられ、この地にそのような病いがあったとい
うことすら知らない者も増えたという。現在の船
坂の住民たちは、自分たちの病いである「なすび
歯」をどのように受け止めているのだろうか。現
在の船坂における「なすび歯」の語りに耳を傾け
るとしよう。
「なすび歯」とはどのようなものか
前章において、一般的な斑状歯の説明は行なっ
たが、実際に病いを患った者や病いを患う者を見
てきた者が語る病いの説明は、一般的なものと比
べて非常に多様であり、話者の着眼点が興味深
い。
「なすび歯」になった子どもは、幼少時に生
えている乳歯には異常は見られないけれど、永
久歯が生えた時点ですでに白っぽく（乳白
色？）濁った斑点があるの。上の前歯 4本を中
心に「なすび歯」になることが多いけれど、下
の歯と奥歯が「なすび歯」になったという話は
聞いたことがないわね。「なすび歯」になって
いたのは、男性よりも容姿を気にする女性の方
が多かった気がするわ。
A 氏（1916（大正 5）年生まれ
女性、元「なすび歯」罹患者）
「なすび歯」については、大体 A ちゃん（前
述の A 氏）が言ってる通りよ。「なすび歯」に
なるとね、前歯に太いスジやら細いスジやらが
入るの。私の場合、前歯の 6本がなったわ。な
るのは大抵前歯だけ。奥歯まで「なすび歯」に
なったという話は私も聞いたことがないわね。
B 氏（1925（大正 14）年生まれ
女性、元「なすび歯」罹患者）
「なすび歯」は歯が黒くなって、しかも脆く
なって欠ける病気だよ。船坂では、呼び方はハ
ンシ病6）よりも「なすび歯」という言い方が一
般的。
僕は小学校の時に西宮からこっちに移り住ん
だからならなかったし、そういう人が当たり前
だったからさ。それに昔はそこまで興味がなか
ったから、あまりまじまじと見たことはなかっ
たけれど。ただ、「汚い歯やなー」とだけ思っ
ていた。ちょうどこの扉の色みたいな茶色の斑
点が歯に出ているんだよ。なすびの色にはちっ
とも見えないね。
C 氏（1933（昭和 8）年生まれ、男性）
「なすび歯」？知っているよ。歯が黄色くな
る病気でしょう？うちの夫がそうだったけれ
ど、生活に特に問題はなかったと思う。
D 氏（1930（昭和 5）年生まれ、女性
夫が元「なすび歯」罹患者）
「なすび歯」という名称は知らないけれど、
斑状歯という名前でだったら知っている。歯が
黒くなる病気だろう？このあたりで昔あったと
いうことだけ知っているよ。
自分は船坂小学校卒業だけれども、記憶して
いる限り、もう斑状歯の子はいなかったなぁ。
でも、小学校の頃に学校で斑状歯7）の検査を受
けたことがあったっけ。 E 氏（50代、男性）
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「なすび歯」の治療
現在の船坂では、人の入れ替わりが激しくな
り、昔からの住民は少なくなった。なかでも「な
すび歯」の罹患者は、仕事や他の地域に嫁ぐなど
の理由で早くから船坂の地を去った者、既に亡く
なっている者がほとんどであった。
「なすび歯」は確か 20代の後半頃に治療した
わ。私の場合は、歯の根元を残して歯を切っ
て、それに金属を植えこんで綺麗な歯にした
の。治療費？もちろん自腹よ。結構な金額だっ
たわ。治療した歯は記念に取っといたんだけ
ど、この間捨てちゃったの。やっぱり残してお
けば良かったわね。
治療した後、何処から話を聞きつけてきたの
か宝塚の方から歯科医師会の方がみえて、「研
究材料として調査させてほしい」って言われた
ことがあったの。その時にはもう治療していた
から、「もう治療しました」って言ったら、「勿
体ない。折角良い研究材料だったのに、無くな
ってしまった」ってガッカリされてね。そのお
医者さんはもう来なくなったわ。
A 氏（同上）
私の場合、25か 26歳の頃、旦那さんからお
金を出してもらって、「なすび歯」の治療を受
けに行ったの。代金はよく知らないけど、高か
ったんじゃないかしら。船坂にはお医者さんが
いないから、上山口か宝塚で治療を受けること
になるんだけど、私は宝塚で治療を受けたわ。
だってお姑さんの目が怖くて、山口では治療し
たくなかったから。半年がかりで歯を 24～25
本抜いてね。それで入れ歯にしたの。治療を受
けたのは、宝塚歌劇の桜道沿いの右にある病院
だったと思う。 B 氏（同上）
「なすび歯」に対する意識
風土病を抱える多くの地域では、「あの病いに
かかる奴は○○だから」と侮蔑に満ちた眼差しが
送られることが多いが、船坂やその周辺の地で
は、「なすび歯」の患者たちにどのような眼差し
が送られ、お互いにどのような眼差しを向けてい
たのか。
「なすび歯」に対する差別は全く無いよ。さ
っき言ったみたいな「汚い歯」って意識はあっ
ても、発言自体に差別意識は無かったし、それ
を言われた聞き手も差別されたって様子は無か
った筈だし。 C 氏（同上）
家族構成は父と母に兄が 2人と私だったけれ
ど、兄 2人も「なすび歯」だったかもしれな
い。よく覚えていないわ。だって、船坂ではそ
れが当たり前だったから。ここで生まれた人は
皆なるのよ。
嫁いだ先の山口地域には「なすび歯」の人は
いなかったけど、夫にもお姑さんにも「なすび
歯」について何も言われなかったわよ。
B 氏（同上）
この辺りに住んでいる人にとって、「亥角の
人は皆なるもの」という認識があったし、そう
言う人にも言われた人にも差別意識は無かった
わ。いじめ？皆なるから、いじめに遭うとか、
話題にあがるとかも無かったし、たぶん皆「な
すび歯」に対して抵抗は無かったんじゃないか
しら。私自身気にしなかったもの。不自由も特
になかったし。あ、でもやっぱり容姿を深く気
にするようになる思春期の頃には、だいぶ気に
したかしらね。小さい頃は全然気にしなかった
けれど。あと、船坂じゃない他の土地に行くと
意識したかしら。 A 氏（同上）
20代の頃の話だけどね、有馬に行った時に
こんなことがあったのよ。私は誰かとおしゃべ
りをするのが好きだから、行く先々で色んな人
と話したりするの。で、その時も有馬で会った
男の人とおしゃべりしてたの。もちろん、知り
合いでも何でもないわよ。そしたらね、その方
が煙草を嗜む方だったんだけど、煙草を出して
ね、「どうぞ（お吸いになられますか）」って。
吃驚したわよ。だって、その当時若い女性が煙
草を吸うなんて滅多にないことでしょ？それも
堅い職業の学校の先生が！それなのに、その方
は私に煙草を勧めてきたの。その時の私の歯は
「なすび歯」のせいで前歯が着色していたから、
きっとその方は煙草のヤニによる着色と勘違い
社 会 学 部 紀 要 第117号― ７６ ―
されて、私がへビースモーカーだと思ったの
ね。失礼だわ（笑）今となっては良い笑い話だ
けど。 A 氏（同上）
「なすび歯」の原因
船坂での「なすび歯」の原因は、「水」である
というのが今船坂に住んでいる住民の理解である
が、彼らの多くは「自分の水は何処の水」という
のを理解したうえ、「なすび歯」の原因を語って
くれた。
このあたりは井戸を掘っても湧水が出なくて
ね。それでねずみがわらまでパイプを引いて、
うちの隣に貯水槽を置いて、そこに水を溜めて
使っていたの。このねずみがわらの水にフッ素
が多く含まれていたみたい。ここ近辺はフッ素
を多く含む柔らかい地質で、それが地下水に滲
み出して、この辺りの水にはフッ素が多く含ま
れているの。だから「なすび歯」になるのは
ね、この土地にまだ水道の引かれていない頃に
ここで生まれ育った人。母親が妊娠中もフッ素
の入った水を飲んでいるから、お腹の中にいる
頃からフッ素を摂取しているし、産まれてから
もずっとここの水を飲んで生活しているしね。
でも、大人になって他所から来た人はならない
のよ。私の母親は他所から嫁いできたから、
「なすび歯」になってないの。 A 氏（同上）
この辺りの「なすび歯」の原因は、ねずみが
わらの水。ねずみがわらもだが、太多田川の水
系というのはフッ素を多く含んでいる。この辺
りは 1000 m くらい掘れば水が出るが、出てく
るのはいわゆる鉱泉ラジウムとか硫黄とかを含
んでいるから、飲み水には使えないし洗濯に使
えば色がつく。だからここではねずみがわらの
水を引いて使っていた。
昭和 32年頃、この辺りに「なすび歯」が多
いことがわかって、市営水道を引いてほしいと
地域の住民の要望があり、水道が引かれるよう
になった。おそらく、大正の頃が「なすび歯」
全盛期で、昭和 5年頃までにここで生まれた子
どもがハンシになったんじゃないか。
C 氏（同上）
斑状歯の原因は、悪い水を飲んでいたからと
いうことしか知らない。何処の水とまではわか
らないけれど、自分は斑状歯になるといわれる
水とは違う水系だったからならなかったし、詳
しいことは解らない。 E 氏（同上）
「なすび歯」の原因は水だって聞いているけ
れど…。
「なすび歯」は、井戸水なんかを使ってた時
代にここで生まれ育った人がなるんだよ。うち
の旦那さんもそうだった。うちも家の中にある
井戸水を使っていたから。最近はここにも水道
が通ってるし、そっちを使っているからならな
いけどね。でも、水が原因だったら仕方が無い
ね。 D 氏（同上）
船坂の住民たちの「なすび歯」についての理解
はほぼ同じであり、情報の量こそ異なるものの、
「「なすび歯」は水が原因でなる」ということ、
「この地で生まれ育った人がなる」こと、「あまり
気にしなかった」という考えは共通している。
住民たちの語りを聞く限り、船坂の住民たち
は、自分たちが長年親しんできた水が原因で発症
するこの「なすび歯」という病いを「この土地に
いたら皆なる当たり前のもの」として受け入れて
おり、あまり気にもとめていない。彼らは治療を
行なっているものの、「「なすび歯」が問題であ
る」という意識が薄い。
彼らの生きるうえでの日々の暮らしに必要不可
欠であり、この地域の風土病「なすび歯」の引き
金となった船坂の「水」。そして、かつ、「なすび
歯」という病いを「当たり前である」、「水が原因
であるから仕方が無い」とも受け入れさせる
「水」。
船坂にまだ水道が引かれておらず、「なすび歯」
の患者も多かった頃、住民たちと水の距離は今よ
りもはるかに密接であった。次に、彼らの水との
距離について見ていく。
（2）「近い水」の記憶
この地域では、1957（昭和 32）年に各家庭に
水道が引かれるまで、河川の水を直接利用する生
活を送っていた。住民にとって、家の敷地内にあ
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る井戸から釣瓶で水を汲む、地区で使用する水源
地に集まって共同で水を利用する、家から離れた
水源地に足を運び、何度も何度も往復して水を持
ち帰る、これらの生活が当たり前であり、日常で
あった。家の蛇口を回して、欲しいと思った時に
即座に水を得る今の生活と違い、苦労も多かった
分、住民たちの「水」に対する思い入れは非常に
深い。自身が出所を知る水源から、時と場合を踏
まえて、自身が選択して得た水の記憶は、時を経
た今も非常に鮮やかである。もちろん、「なすび
歯」が最も多い地域である亥角の住民もこれに漏
れることはない。彼らの持つ「水の記憶」とはど
のようなものだろうか。
貯水槽
水道がまだ各家庭に引かれていなかった頃、亥
角の住民たちは、集落の中に設置した貯水槽から
日々の水を得ていた。貯水槽は、地図上で見ると
×6 の位置に置かれており、これは後述する A
氏の家の隣で、B 氏の実家の庭先に位置する（写
真 1−10）。これを亥角全体、数にして約 10軒程
度で使用する形をとっていた（図 1−3参照）。
貯水槽の形状は、縦約 2 m、横 2 m 強、奥行き
約 1 m の蓋が付いた直方体で、正面に 3 つの蛇
口が付いており、蛇口の下には地面より少し低い
排水溝の付いた洗い場があったそうだ（図 1−4
参照）。また、貯水槽の横には、個人が作った貯
水槽とは別の小さな洗い場があった。ここで使用
された水は、道沿いの排水溝を通り、船坂川支流
へと排水される（写真 1−11）。
貯水槽の水は、集落からやや離れたねずみがわ
らから引いている。この水源の奥に採水口を設置
し、そこから 5㎝ほどの太さのパイプで水を送
り、これを貯水槽に溜めて用いる。ねずみがわら
は、亥角からみて東南の方角にある水源地で、蓬
莱峡のような山間の砂地に開けた水場だ。ねずみ
がわらで遊んだことのある住民の語りによれば、
その水量はあまり多くなく、大水の後でない限
図 1−3 亥角貯水槽
＊住民の語りをもとに作成。
写真 1−10 貯水槽跡
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り、十分に水があると思わなかったそうだ。
水を使う
普段の生活用水は主に蛇口の方から取る。住民
はそこで米を研いだり、野菜を洗ったり、水を飲
んだり、家で使う水を汲んだりしていた。住民に
よると、特に風呂の水が苦労したらしい。風呂の
水はせっかく汲んで来ても、湯沸かしに失敗して
お湯を煮え立たせ過ぎれば、また貯水槽へと足を
運び、水を汲んで来て冷やさなければならなかっ
たので、なかなか面倒なものだったらしい。
洗い場の方は、大雨などで汚れた水がねずみが
わらより送られてきた時に、その水が貯水槽に流
れ込む前に排水するための役割と、貯水槽に流れ
込む水量を調節するための役割があり、何も問題
が無い普段は、水を溜めてはんぼ8）や飯櫃などを
漬けこんで、大きな洗い物を洗うのに使用してい
た。この洗い場は、B 氏の実家の方が個人で作ら
れたそうだ。
水の管理
この貯水槽は個人所有ではなく、亥角集落全体
のもの9）であり、月交代の当番で管理されてい
た。各家庭は当番を担うほか、貯水槽維持費とし
て月に 7銭～10銭取られる。住民曰く「地区の
税金のようなもの」だそうだ。この金額差は貯水
槽からの距離で決まり、貯水槽から近ければ負担
が重く、遠ければ負担は軽い。こうして集められ
たお金は銀行に預けられ、その月の当番は通帳と
貯水槽管理のための道具を預かることになる。
当番の仕事は、普段は貯水槽自体を掃除した
り、日々の洗いもののせいで排水溝に溜まったぬ
かるみを取ったり、蓋を開けて水量・水質確認を
行なう。時折、水源地の水の増減を確認しに行
き、貯水口が石や瓦礫などで埋もれていた場合
は、それをどかしたりもする。大雨が降った時
は、水源地に赴き、汚れ水になっていないか、土
砂で取水口が詰まっていないかの確認をし、水源
地の水が汚れている場合は、集落に戻り、汚れ水
が貯水槽に入らないようにバルブで調節したりす
る仕事がある。
水のいろいろ
亥角の貯水槽は、船坂にも水道が普及した後は
段々と使用されなくなり、40～50年程前に撤去
されたそうである。住民たちの記憶によれば、当
時の貯水槽の水は、今の水道水と比べて臭みが無
く、甘みのある美味しい水だったそうだ。
亥角の住民たちは普段の生活において、主にこ
の貯水槽の水を利用していたが、時と場合によっ
ては別の地区の水源を利用することもあった。先
に紹介した「モミノキ」の共同水源「シミズ」も
その一つである（写真 1−3）。
シミズは、ねずみがわらの水とは水系が異なる
ため、「なすび歯」の原因となるフッ素は少ない
とされる（図 1−2）。住民たちもそのことを理解
しており、「シミズで「なすび歯」になったとい
う者は聞いたことが無いし、飲んでいた自分自身
も「なすび歯」になっていない」と語っている。
シミズではその場で湧き出る水を段々状で 4つ
に区切って流し、その水は上から 1段目と 2段目
は飲み水に使用され、3段目は洗濯用の水、最下
層の 4段目は洗濯物の中でも赤ちゃんのおしめな
どの汚物を洗うための水として使用されていた
（写真 1−12、写真 1−13）。この水源では、透明度
の高い水が現在も滾々と湧き出ており10）、夏は冷
たく冬は温かな水であるとのこと。その味はすき
すきとした味と表現されている。この水は夏場に
冷たい水が欲しくなった際に、足を運んで飲みに
行くことがあったそうだ。
この他にも、船坂の中心部に位置する山王神社
写真 1−11 亥角の景観
＊かつて貯水槽の水はこの道端の排水溝を
通って、排水されていた。
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の境内にも水量は僅かではあるが、水源がある
（写真 1−5）。神社の本殿の裏側にあるこの水源
は、若干お茶を入れる際に適した水で、船坂の中
でも特に美味しい水であり、船坂内の他の集落か
ら水を取りに来る者もいた。
地図上に全ては表記されていないが、船坂には
この他にさまざまな水源があり、水道が通るま
で、住民たちは地域の各地にある井戸や河川など
の水をそれぞれ利用していた（写真 1−14、写真
1−15、写真 1−16）。
これらの水はたとえ水系が同じであっても、ど
れも皆一緒というわけではなく、味や温度など、
場所によって微妙な差を持つ自分たちだけの水で
あった。
「近い水」と斑状歯
これらの水の記憶は、話者が自分の手足を使っ
た全身で水と触れ合い、自身を経由して水を得る
ほど、水との意識内における距離が密接であるも
の、つまり「近い水」の記憶である。
写真 1−12 シミズ全体
写真 1−13 シミズ 4段目
写真 1−14 上中守氏宅井戸
写真 1−15 個人宅井戸
写真 1−16 溜池
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嘉田由紀子は、琵琶湖周辺地域のフィールドワ
ークから、住民の生活と水の関わりの中に、湖や
河川の水を使うに当たって、時間や空間を使い分
けるといったさまざまな社会的秩序が存在するこ
とを見出し、これら秩序は人と水の関係が「近
い」なかでの人びとの生活の知恵にもとづくもの
であると論じている（嘉田 2002）。
しかし、昭和 30年代以降の上水道整備によっ
て、住民の生活は向上し、衛生状態は良くなった
ものの、人と水の関係は「遠く」なった。さらに
1965 年代以降の、下水道の整備やダムの建築、
国による河川管理、上下水道システムの構築によ
り、人びとから水はますます遠くなり、やがては
「水の管理は地域の義務」という住民らの意識は、
「川も湖も自分たちのものではない」という意識
へと変化していく。
これら人と水の関係を考察するにあたって、嘉
田は、人びとと水との間にある物理的、社会的、
心理的距離に着目し、地域に循環していた水を
「近い水」、上水道に流れる水を「遠い水」呼んで
いる。本論文で用いる「近い水」「遠い水」の概
念はこれにもとづくものである。
船坂の人びとの生活における水の記憶は、時が
経ち、家の蛇口を捻ればすぐに出るものの、「水
が遠く離れてしまった」現在に至っても、位置、
味、温度、量、使用用途、使い分けなど非常に細
やかに想起され、そしてその語り口調はとても楽
しげだ。自身の病いである「なすび歯」の原因
が、身近である水であったとしても、彼らの語り
の中には水に対する怒りや恨み、嘆きなどは含ま
れていない。むしろ、近かった頃の水を惜しむよ
うな寂しげな語りである。
彼らが病いの原因である「近い水」を惜しむの
は、もちろん、「なすび歯」という病いが、他の
風土病と比べて生活にそこまで影響を及ぼさない
危険度の低い病いであるということが理由の 1つ
であろう。しかし、1番の理由は、その水もまた
自身が選択した己の一部であるからだ。住民は、
その水が病いの原因を内包した水だということを
知っていたにせよ、当時の彼らが近隣でその水以
外を得ることは難しかった。彼らは隣保が抱える
約 10世帯の住民たちの生活用水を確保しなくて
はいけないが、他の隣保が使用する水源を共同で
日々使うわけにもいかない。
そんな中でやや足を伸ばせば、亥角の住民分の
水を賄えるだけの量がある水源で、毒水でもな
く、味も悪くない。地下を流れる水のように、鉱
泉ではないから日々の暮らしにも問題無く使用出
来る。このような状況下であれば、この水を使う
に至らないわけがない。こうして、彼らはこのね
ずみがわらの水を選択した。そして、それからの
彼らの日常はこのねずみがわらから採水した水に
よって成り立ち、もはや自身の生活において欠か
せないものとなる。自身の生活世界の一部となっ
た水は、自身を構成する一部となり、それに問題
が発生したとしても、自身が選択しそれによって
自身が成り立つ以上その問題をも受け入れるしか
ない。
これが、船坂における「近い水」と斑状歯との
関係のあり方である。
註
１）船坂の地名の由来に関しては諸説あり、「聖武天皇
天平の頃、湯山温泉湯船、本村に於いて製造せし
所以に因り、村の頭に船の字を用いて船坂村と云
う」（船坂村地誌）という記述がある。また、「そ
の昔鎌倉時代初期、有馬温泉を復興させた仁西上
人が、温泉の湯船の板をこの地で求められたこと
から、船坂と名付けられた」という伝説も残って
いる。このように、船坂は有馬温泉との縁が深く、
この地で語られる伝承は有馬温泉に関連したもの
が多い。
２）住民によると、亥角の表記は「伊甬」であるとい
う意見もある。
３）「なすび歯」という呼称は、序章第 3節（2）で取
り上げた須川豊（1939）の報告によると、和歌山
県勝浦温泉、湯峯温泉付近の地域において、船坂
と同じく斑状歯の症状を指す現地の俗称として用
いられていることが触れられている。
４）この水にはラジウムや硫黄を含まれており、洗濯
に用いると衣料に色が付く。
５）なお、船坂の「異人殺し」伝説の事例は、数ある
異人殺しの事例のうち、愛知県北設楽部下津具村
において伝説として伝えられる「七人座頭」（七人
の座頭が草刈に路を尋ね、偽られて淵に落ちて死
んだといい、教えた男の子孫はことごとく眼を病
むという）に類似するもので、ある一族の病いの
原因を呪いによるものであると説明する伝説であ
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る。
６）斑状歯のこと。
７）冒頭において、本章では現地の呼び方に則して、
斑状歯を「なすび歯」と表記すると述べたが、E
氏は「なすび歯」という名称を知らず、「斑状歯」
という名称で病いを認識していた。このため、E
氏の発言で斑状歯を指す場合の表記は、「なすび
歯」ではなく、「斑状歯」と表記する。
８）木製のこうじぶたのこと。
９）中には例外もあり、洗い場を設置し、貯水槽から
一番近い位置にある B 氏の実家では、当時貯水槽
にホースをつなぎ、それから水を引いて台所に置
いた壺に溜め、流しと一緒に使用していたそうだ。
しかし、基本的には集落全体のものである。
１０）住民によれば、1960（昭和 35）年の道路拡張を機
に、シミズの水量はかなり減ったらしい。
第 2章 都市部の斑状歯
第 1節 宝塚の近代
兵庫県には、西宮市以外にも、もう一カ所、斑
状歯問題を抱える地域が存在した。その地域は宝
塚市、前章の船坂から 6～10 km ほど東に位置す
る都市である（図 2−1）。前章で扱った船坂の斑
状歯を「村落部の斑状歯」とするならば、こちら
は「都市部の斑状歯」と呼ぶことができる。
まず、宝塚の斑状歯に触れる前に、宝塚の地理
的背景及び斑状歯問題が発生するまでの宝塚の歴
史的背景を振りかえる。
宝塚市は、兵庫県南東部に位置し、西宮市と隣
接する武庫川中流域の都市である。
現在、推計人口 228,297人、世帯数 93,739世帯
（2012（平成 24）年度 12月現在。宝塚市ホーム
ページ http : //www.city.takarazuka.hyogo.jp/sub_file
/01010451000000−a016.html）を抱える。
この地域には、北に北摂山地、西南に六甲山
地、東南に武庫川の運ぶ土砂が堆積し、形成され
た扇状地の武庫川平野があり、これらのあいだを
武庫川が流れている。さらにその支流には、六甲
山地を源流とする逆瀬川、仁川があり、これら河
川は平野部において武庫川に合流する。気候は、
北部は寒暖の差が激しいが、南部は比較的穏やか
な様相である。
武庫川は、古くから幾度となく氾濫を繰り返
し、また夏の渇水期には下流が伏流するなど水量
の変化が著しい河川ではあるものの、平素は穏や
かな流れと共に、白砂の河岸に植えられた松林で
道行く人びとの眼を楽しませ、住民たちに潤いを
もたらす、宝塚はもちろん周辺地域においても重
図 2−1 兵庫県宝塚市
＊国土地理院 1 : 25.000地形図「宝塚」（2005（平成 17）年発行）をもとに作成。
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要な河川である（写真 2−1）。
市制施行前の宝塚地域は、菜種づくりと綿作、
植木栽培などの農業を営む地域であり、この他
に、有馬の湯へ向かう客や阪神間を行き来する客
をもてなす宿場町としても活気があった1）。
1954（昭和 29）年、武庫郡良元村と、川辺郡
宝塚町の合併により、市としての宝塚市は誕生す
る。その翌 1955（昭和 30）年、川辺郡長尾村、
同西谷村を編入し、現在の広大な都市へと至る
（図 2−2）。
（1）温泉の開発
宝塚温泉が開発される前から、この地には塩尾
寺の霊泉などで知られた鉱泉が湧いており、奈良
時代頃は都からも入湯の客で大変賑わっていた。
しかし、時代の流れから客足が遠のき、近代に
なる頃にはその湯を知る者は地元の人間以外ほと
んどいないようになっていた。その後、この地域
の温泉が再び世間に注目されるようになったのは
明治時代になってからのことである2）。
温泉場宝塚
1884（明治 17）年、丹波国の人である小佐治
豊三郎が、川面村の人、岡田竹四郎及び田村善作
に案内され、武庫川右岸の鳩ヶ淵において 2つの
鉱泉の湧水を発見した。鉱泉の 1つは、塩辛い味
を、またもう 1つは酸い味をしており、口にする
とこれがなかなかの美味である。その後、小佐治
が汲んで来た鉱泉を口にした医師の松尾耕三か
ら、この鉱泉は飲料・浴用ともに適すると非常に
ほめられ、小佐治はこれを用いて温泉場開設をひ
らめく。この話を岡田、田村に持ちかけたとこ
ろ、2人ともこれに大いに賛同し、この地に温泉
場3）を開くことにした。
彼らは全国的に有名な温泉地である有馬温泉を
手本とし、自らの温泉場の開発を進めた。そし
て、この地に新しく開く温泉場の号は、なにか縁
起の良い名前にしようと考え、もともとこの地域
の一部に存在した「宝塚」という塚の名称からと
って「宝塚」と名付けられた。
1887（明治 20）年、ようやく温泉場が完成し、
宝塚温泉場は開業した4）。温泉場の開業に伴い、
周辺には旅館も増え、武庫川右岸は次第に賑やか
になっていく。
しかし、順風満帆かにみえた宝塚温泉は、交通
の便という壁にぶつかる。宝塚温泉場は、西宮か
らは約 9.5 km、三田からは約 20 km 離れており、
それぞれ人力車の便はあるにしても、入浴客の急
速な増加は望めなかった。
さらに、温泉場の経営を担う保生会社は次第に
経営不振状態に陥り、1892（明治 25）年、会社
は解散し温泉場を閉鎖することになった。
写真 2−1 武庫川からみる宝塚
図 2−2 市制施行直前の宝塚
＊『宝塚市水道史』（1987年版、宝塚市水道局、1987
年発行、11頁）より。
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その後、阪鶴鉄道会社（以降、阪鶴鉄道と表記
する）が大阪－宝塚間を開通させ、1897（明治
30）年からは、保生会社から権利を譲られた宝塚
温泉場持主組合によって、宝塚温泉場は再び経営
される。しかし、翌年 1898（明治 31）年の大雨
による武庫川氾濫のため、肝心の温泉場が流失し
てしまった。
経営者解散、温泉場流失などの相次いでの不幸
に見舞われた宝塚温泉場だったが、温泉場持主組
合はその将来性を見通して、温泉場の再建を行な
う。翌 1899（明治 32）年には、新たな温泉場が
開設した。それからは、交通の発達により大阪か
らの客足が確保され、宝塚温泉は浴客も増加し、
以前にも増して賑やかになっていった。実際に
は、宝塚が温泉場を中心に発展を迎えるのは 1905
（明治 38）年からのことである。
1907（明治 40）年、阪鶴鉄道は国有鉄道福知
山線となった。その翌年には、字武庫山に宝塚郵
便局が設置され、1910（明治 43）年より集配逓
送事務を開始した。さらに、宝塚で電信電話事務
業が開始され、猪名川水力電気株式会社により宝
塚温泉場に電燈・電力を供給開始される。1912
（明治 45／大正元）年には宝塚警察署が新設さ
れ、官公面の設置または拡張も進み、インフラ面
においても宝塚は急速な発展を遂げる。
これを機に商店数も一気に伸び、武庫川左岸の
阪鶴鉄道宝塚駅から宝来橋にかけても各種商店や
旅館が立ち並ぶようになる。また、同年には箕面
有馬電気軌道株式会社（以降、箕有電鉄と表記す
る）が大阪－宝塚間に開通し、宝塚の交通はさら
に快適なものへとなっていく。
この頃の宝塚開発は、宝塚温泉場のある武庫川
右岸に集中しており、その対岸である左岸は寂し
いものであった。しかし、この左岸はとある経営
者率いる企業の開発によって、その様相を徐々に
変化させていく。この開発によって、宝塚温泉場
の対岸である左岸もまた別の温泉場として賑やか
になっていく。
宝塚新温泉・旧温泉
1911（明治 44）年、阪神間で沿線開発を勧め
る箕有電鉄が、宝塚に新しく設けた新名所は、そ
れまでの温泉場の雰囲気と全く異なるものだっ
た。
この新名所は、大理石造りの西洋風大浴場を中
心とした娯楽施設で、大阪からの家族連れが日帰
りで遊びに行ける、今までの温泉場のイメージと
はまったく異なった、安くて気軽で楽しい観光地
であった。この左岸に設けられた新しい温泉場
は、元々右岸にあった温泉場と区別して、「宝塚
新温泉」と呼ばれるようになり、それに合わせ
て、右岸の温泉場は「宝塚旧温泉」と呼ばれるよ
うになった。
新温泉は、開業したさらに翌年、室内水泳場を
中心とする娯楽施設と近代的構造の洋館を増設
し、次々と利用者に新しい娯楽を提供している。
しかし、宝塚新温泉の目玉であった室内水泳場
は、さまざまな原因により失敗におわるが、当時
の箕有電鉄の専務取締役であった小林一三によ
り、この水泳場は劇場施設へと転用され、これも
また新温泉の新しい名物となった。
新温泉では、その名に相応しく新しい取り組み
が次々と行なわれる。その 1つが、「婦人博覧会」
など女性向けの催し物である。この博覧会では、
訪れる女性客らに新しい生活のスタイルを展示
し、彼女たちの関心を引いた。同時にこの博覧会
の余興として、先の室内水泳場を改造して作った
劇場において、当時の流行りであった少女らによ
る歌劇が行なわれている。これが後の宝塚少女歌
劇団の第一回公演である。
一方、宝塚右岸にある従来の温泉場、いわゆる
旧温泉にも変化があった。
旧温泉は、それまで管理を行なっていた宝塚温
泉場持主組合の手から、良元村出身で果樹栽培を
営む平塚嘉右衛門の手に移り、1917（大正 6）年
より、その経営は、平塚を代表取締役に据える
「株式会社宝塚温泉」にゆだねられる。
旧温泉は、元々有馬温泉を手本とする純和風の
温泉場であった。しかし、こちらでも箕有電鉄に
よる新温泉の開発同様に、温泉納涼み台が改築さ
れ、男子風呂浴室内に流しを採用するなど新しい
工夫が凝らされている。
新温泉の目指す温泉街が、家族連れが楽しむた
めの娯楽溢れる賑やかなものだとするならば、旧
温泉の目指す温泉街は、落ち着いた雰囲気を保つ
大人向けの温泉街だった。
1918（大正 7）年、箕面電鉄は社名を阪神急行
社 会 学 部 紀 要 第117号― ８４ ―
電鉄株式会社（以降、阪急電鉄と表記する）に変
更し、1920（大正 9）年には大阪－神戸間を、そ
の翌年には西宝線（現、今津線）を開通させ、開
設当時宝塚温泉場の抱える 1番の問題であった、
交通の不便さを解消し、両岸新温泉・旧温泉とも
に賑やかさを増していく。
新温泉側では、少女歌劇団の人気を受け、宝塚
音楽歌劇学校の創立や手狭になった劇場施設の拡
充が進められるとともに、1926（大正 15／昭和
元）年、子どもや家族連れを対象とした屋外遊戯
施設や動物園、4映画館、食堂を内包した宝塚ル
ナパークを建造し、新温泉周辺のさらなる名所の
開発にも余念がない。
一方、旧温泉側では、平塚により、武庫川中洲
に新たな温泉場を設けている。この温泉場の開発
では、ただ中洲に温泉を引き、新たな浴場を建設
しただけではなく、この付近に家屋を建造し、温
泉付き貸別荘として経営を行なっている。この他
にも、ダンスホールの建造、ゴルフ場の整備な
ど、大人を対象とした娯楽施設の開発も進められ
ている。
両者による武庫川を跨いだ温泉地開発競争によ
り、観光地としての宝塚は他に類をみない、常に
新しい娯楽要素を持つ温泉施設と、保養所的な性
格を持つ温泉施設を併せ持つ、全国でも有数の温
泉観光地となっていった。
また、新温泉と旧温泉は宝塚開発を巡り競争す
るだけでなく、互いに更なる宝塚の発展を目指し
競合することもあった。宝塚温泉を支える両企業
は共同出資を行ない、1925（大正 14）年に宝塚
ホテルや宝塚ゴルフ倶楽部を経営する株式会社宝
塚ホテルを設立している。翌年、宝塚南口駅前に
営業を開始した宝塚ホテルには「宝塚倶楽部」と
いう社交団体が生まれ、新温泉と旧温泉の持つ特
徴を活かし、阪神間に居を構える会員たちに瀟洒
な空間と大人の娯楽、友好の場を提供した。当時
の宝塚は、まさに阪神間文化極まる場所だったと
いえよう。
（2）開発と水道事業
戦前の開発
これまで見てきた大正までの宝塚の歴史は温泉
・観光地開発としての面が強いが、昭和以降の宝
塚の歴史は住宅地開発の歴史でもある。これらの
開発にも、宝塚温泉と同様に電鉄会社が関係して
いる。電鉄の発達に伴い、宝塚の商業施設や観光
施設が増加し、宝塚全体人口は増加してきた（図
2−3）。
そもそも、新温泉側である箕有電鉄による宝塚
開発の当初の目的は電鉄沿線の住宅地開発であ
り、観光地開発は新名所を作るための一環にすぎ
ない。明治 40年代から箕面電鉄は沿線各地に土
地の買収を行ない、1910（明治 43）年、関西で
最初の住宅地計画として 1区 100坪 2階建て住宅
の月賦販売をはじめる。路線が拡張されるととも
にその住宅地開発の規模は拡大し、新中間層に対
して、工業化により煙の都と化した大阪など都市
部からの脱却を促し、閑静で空気の綺麗な郊外ユ
ートピアを提供している。
一方、旧温泉側の開発を担っていた平塚も、新
温泉側と同じく住宅地開発を行なっているが、平
塚は温泉と住宅地の開発だけでなく、宝塚温泉周
辺の水道事業にも手を出している。
近代における宝塚の水道の歴史は、1892（明治
25）年、宝塚温泉場において「宝水会」という株
式会社組織が誕生したのがはじまりといえる。
1890（明治 23）年の水道条例では、水道は公
営が原則とされていたが、1911（明治 44）年か
らその原則は緩和され、企業にも経営許可が与え
られるようになった5）。
この当時、宝水会によって敷設された水道は簡
易なもので、紅葉谷付近の塩谷川に鉄管を埋め、
その伏流水を利用者である温泉場や旅館に送ると
いうものだった。宝水会により、宝塚温泉には水
図 2−3 阪急沿線別住宅地増加図
＊『宝塚市史』3（1977年版、宝塚市、1977年発行、319
頁）より。
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道が敷かれたものの、宝塚の各旅館ではたびたび
営業用水が不足するという事態に見舞われる。そ
の後、共同水道や秋山水道と呼ばれる私設水道が
敷設され、地域の水道の規模は少しずつ広がって
ゆく。
1916（大正 5）年、宝塚温泉場の経営が平塚に
譲られるとほぼ同時期に、宝水会の水道も平塚に
譲られた。先述した株式会社宝塚温泉は、温泉の
管理・経営を行なうだけでなく、宝塚の水道経営
も行なっており、この他にも清涼飲料水の原料と
して利用されていた炭酸水を供給していた。
水道事業に手を広げるにあたり、まず、平塚は
宝水会の所有していた水源規模の改善に着手し、
宝塚温泉周辺の旅館や民家に送水を行なってい
る。
1921（大正 10）年には、逆瀬川沿岸部の開発
に取り組み、昭和になると、宝塚大橋から逆瀬川
にかけての地域、いわゆる中洲荘園が新たに分譲
され、次いで 1932（昭和 7）年には寿楽荘、1938
（昭和 13）年には月見山など、つぎつぎと宅地分
譲を進める。これら住宅地には、自身の経営する
株式会社宝塚温泉によっていずれも給水が行なわ
れ、当時の株式会社宝塚温泉によって分譲される
住宅地の謳い文句は「電気、ガス、上下水道完
備」であった（写真 2−2、写真 2−3）。
これら住宅地分譲のために、1922（大正 11）
年、株式会社宝塚温泉は逆瀬川周辺に新たな水源
地、寿楽荘、月見山、紅葉谷らを設け、既存の配
水管と接続した新たな配水管を設置し、中洲楽園
の貸別荘やその他宝塚地域にも給水が行なってい
る（図 2−4）。
このように宝塚の観光地・住宅地開発が進む一
方で、新温泉や宝塚少女歌劇など都市化の進む宝
塚温泉地域を擁する小浜村には、温泉の影響をほ
とんど受けない昔ながらの農業を営む農村地域も
存在した。これら地域では、住宅地開発の進む都
市部とは異なり、その生活用水を井戸や河川水で
賄っていた。
しかし、大正以降の宝塚温泉両岸の発展と各種
交通の整備により、温泉地区周辺に商店や宿泊施
設などが新たに立ち並び、他の地域から住民が押
し寄せ、宝塚では次第に水不足が問題化してい
く。
ここで、近代における宝塚の人口推移、特に平
塚によって住宅地開発が進められた良元村、そし
て温泉開発の中心である小浜村を中心にみてみよ
う。
宝塚温泉開発当初の 1907（明治 40）年には、
良元村と小浜村の人口はそれぞれ 3,263人と小浜
村 3,583人。新温泉が完成した 1912（明治 45／
大正元）年には、良元村 3,673人、小浜村 4,327
人。阪急電鉄の神戸線が完成し、良元村にガスが
引かれるようになった 1920（大正 9）年には、良
元村 4,640人、小浜村 5,513人。宝塚ホテルが造
られた 1925（大正 14）年には、良元村 5,670人、
小浜村 6,930人。電鉄だけでなくバスによる交通
の便も発達し始めた 1930（昭和 5）年には、良元
村 7,233人、小浜村 8,424人。紅葉谷水源が完成
した 1935（昭和 10）年には、良元村 8,934 人、
小浜村 9,887人。太平洋戦争勃発前年の 1940（昭
和 15）年には、良元村 12,278人、小浜村 11,439
人。このように時代を追うごとに人口は増大して
写真 2−2 寿楽荘の邸宅
写真 2−3 寿楽荘の邸宅
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いる（表 2−1、図 2−5）。
そして良元村と宝塚町（旧小浜村）が合併し宝
塚市となった 1954（昭和 29）年には、旧良元村
24,327 人、旧宝塚町 16,254 人、合計 40,581 人。
温泉開発当初は 7,000 人ほどの農村だった宝塚
は、観光地と住宅地開発によって約 6倍にも膨れ
上がっている。
観光都市宝塚は今や住宅都市宝塚となり、その
賑やかさは温泉周辺のみにとどまるものではなか
った。よその土地から移り住む人間の数が増えれ
ば、当然それを支える分だけの水が必要になる。
しかし、この地域ではもともと良質の飲料水に
は恵まれておらず、さらに日々増加する水の需要
に応えられるだけの水量を有していなかった。新
温泉関連施設では、営業用井戸の自家施設を持っ
ていたため、施設内の必要水を確保することが出
来たが、各個人では飲料水の確保にも限界があっ
た。
そのような土地でありながら、観光地の開発が
進むと同時に、各企業より分譲される土地と住宅
図 2−4 私設簡易水道敷設状況図
＊『宝塚市水道史』（1987年版、宝塚市水道局、1987年発行、69頁）より。
表 2−1 宝塚市域各村の人口
年次
身元村 小浜村 長尾村 西谷村 合計
実数 指数 実数 指数 実数 指数 実数 指数 実数 指数
明治 40年
大正 1
6
9
14
昭和 5
10
15
人
3,263
3,673
4,139
4,640
5,670
7,233
8,934
12,278
100
113
127
142
174
222
274
376
人
3,583
4,327
5,106
5,513
6,930
8,324
9,887
11,439
100
121
143
154
193
232
276
319
人
4,206
4,547
4,746
4,591
4,869
5,098
5,817
6,185
100
108
113
109
116
121
138
147
人
3,135
3,073
3,403
3,300
3,454
3,802
3,820
4,125
100
98
109
105
110
121
122
132
人
14,187
15,620
17,394
18,044
20,923
24,495
28,558
34,027
100
110
123
127
147
173
201
240
＊『宝塚市史』3（1977年版、宝塚市、1977年発行、361頁）より。
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を購入して、次から次へと他の地域から宝塚に移
り住む人間が増えてゆく。そして、宝塚で行なわ
れた開発による急激な土地の改造は、この地にも
ともと流れる水脈の変化と水質の悪化をももたら
していた。
戦後の開発
時代が戦争へと向かうと、郊外の閑静な住宅地
だった宝塚にも変化が訪れた。
1938（昭和 13）年、軍需産業振興の影響から、
宝塚に東洋ベアリング製造株式会社（以降、東洋
ベアリングと表記する）の流れをくむ昭和ベアリ
ング株式会社の新工場と川西航空機株式会社（以
降、川西航空機と表記する）の製作所などの軍需
工場が建設された。
また、観光地の宝塚温泉でも変化があった。
1944（昭和 19）年の非常措置令により、宝塚大
劇場は閉鎖され、新温泉施設と共に海軍に接収さ
れる。旧温泉の周りの旅館などは、川西航空機の
寮になるところが多く、なかには周辺工場の川西
航空機や東洋ベアリングに売り渡してしまうとこ
ろもあった。このように、戦争の影響は宝塚全体
に及び、特に宝塚温泉はこれを機に徐々に衰退し
てゆく。
1945年（昭和 20）年、終戦を迎えると、宝塚
温泉は海軍から進駐軍の手に渡る。日本全国各地
に進駐した占領軍は、宝塚にも進駐し、海軍から
返還された宝塚新温泉諸施設、宝塚ホテル、ゴル
フ場、川西航空機宝塚製作所、東洋ベアリング武
庫川工場、そして宝塚の各地域における民家を接
収した。
これと同年、宝塚温泉株式会社は、商号を宝塚
興業株式会社（以降、宝塚興業と表記する）に変
更している。翌年には、川西航空機に旧温泉の温
泉浴場を売却し、宝塚興業はこれ以降水道の経営
のみに専念し、経営規模を縮小している。宝塚興
業は、進駐軍により接収された各施設への給水を
担うこととなったが、進駐軍は滅菌した水でなけ
れば使用しないため、逆瀬川下水源に塩素滅菌設
備を設置した。宝塚興業は進駐軍への対応とし
て、これら設備を整えたが、進駐軍の使用する水
量は生活様式の違いから、だいぶ量の異なるもの
であり、宝塚は以前にも増して水不足に悩まされ
ることとなる。
1950（昭和 25）年、宝塚興業は宝塚上水道株
式会社（以降、宝塚上水道と表記する）へと商号
の変更を行なっている。この頃の宝塚上水道は、
戦前から続く水量不足と水道関連施設の老朽化と
いう問題を抱えていた。新たな水源を探すにして
も適当な水源はなく、老朽化した施設の整備には
新たな水道を敷設するのとほぼ変わらないくらい
図 2−5 宝塚市人口の推移
＊『宝塚市水道史』（1987年版、宝塚市水道局、1987年発行、13頁）より。
なお、横軸の年号は西暦ではなく、昭和での表記である。
社 会 学 部 紀 要 第117号― ８８ ―
の莫大な費用がかかる。
宝塚上水道は、宝塚で最初の水道である宝水会
の流れを組み、宝塚の片親ともいえる平塚によっ
て発展を遂げ、公営の水道にも匹敵する役割を果
たしてきた。しかし、もはや肥大した宝塚の人口
を支えることは出来ず、すでに限界を迎えていた
のである。
水道の公営化と統合
1954（昭和 29）年、武庫郡良元村と川辺郡宝
塚町が合併し、新たに宝塚市となった。
この誕生したばかりの市が、まず取り組んだの
は、市内に点在する私営水道を統合化し、公営の
水道を作ることであった。
宝塚市内には、市によって水道敷設が行なわれ
る前から、かなりの数の私営簡易水道が存在し
た。これら簡易水道は、明治から昭和にかけての
宝塚開発によって敷かれたものであり、この時行
なわれた開発による住宅地は、当時のブームであ
った「郊外の、閑静で、空気の綺麗な、見晴らし
の良い土地」という条件を満たす丘陵部に集中し
ている。さらに、さまざまな企業がそれぞれに開
発を行ない、水道を敷いたため、宝塚地域の水道
はどれも小規模で分散するかたちとなっていた。
これまで見てきた多くの私営簡易水道と水源地
は、1971（昭和 46）年までに市によって全て統
合されることとなったが、これらの統合は、市町
村による水道経営の原則から私企業がやむを得ず
市によって統合されたというよりも、私企業の方
が統合を望んでいたともいえる。
当時の宝塚市内の私設水道が経営と権利を放棄
し、宝塚市に統合された理由は、そのほとんどの
企業が、水源の水量不足、水質管理、経営の悪化
に悩まされていたからである。
さらに、開発によって新しく宝塚市に移り住ん
だ住民たちは民度が高く、それに影響されるかの
ように宝塚市全体の民度が高まっていき、企業は
自身が抱える水源地の水質や水道関連施設の管理
にも、今まで以上の配慮も要求されていた。
しかし、宝塚の私営水道会社には、膨れ上がっ
た宝塚の人口と多くの観光客が訪れる観光・商業
施設を支えられるだけの水量と設備は無く、住民
からはたびたび不満の声があがっている。次の記
事は、当時の宝塚の給水状況をこのように伝えて
いる。
水のない正月はイヤ 宝塚山手住宅は嘆く
宝塚の武庫川を中心とした良元村寿楽荘、紅
葉谷など 200戸の住宅地だけは年末から年始に
かけてずっと時間給水という水キキンで弱って
いる。施設の宝塚上水道株式会社がとくに山手
の住宅地だけを対象に渇水期の切り抜け策とし
て打った方法だが、断水は暮の 30日から始ま
り、元旦はもちろんすでに 1週間を経過してい
るが、正月準備や初ブロなどに支障を来たした
家も多く、お台所は暗い正月風景である。
同会社の話によると「台地の地帯だけは別個
の水源地に頼っているが、応急水の集水井戸が
小さくて十分にまかなえず、3日、4日に降っ
た雨ぐらいではまだまだ足りない。この水キキ
ンの悩みは集水井戸を拡げるか第 2の水源地を
確保しない以上は解決出来ないので、常時給水
出来る日はわからない」という。しかしこの問
題は今に始まったことではないし、一昨年の年
末から昨年の元旦にかけてもポンプの故障で
5、6日間水道のジャ口からは一滴の水も出な
かったにがい経験があり「なんとか水の心配の
ないお正月が過ごせないものか」との声も高ま
っている。
『朝日新聞』1954（昭和 29）年 1月 6日
この状況に追い打ちをかけるかのように、1957
（昭和 32）年、水道法が施行される。この法律で
は、水道における新しい管理基準と試験方法など
が公布されており、各水道関連企業では、水源の
選定に際し、以前よりも慎重な検討を行なう必要
に迫られる。
こうして多くの問題を抱えた水道会社は、これ
以上の水道経営を困難と判断し、徐々に宝塚市の
買収に応ずることになったのである。この時の統
合された水道会社と年代は以下の通りである（図
2−6）。
宝塚市による水道統合が始められてから約 10
年後、旧・宝塚上水道によって給水が行なわれて
いた地域において、ある病いが表面化することと
なる（表 2−2）。
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図 2−6 私営簡易水道統合状況図
＊『宝塚市水道史』（1987年版、宝塚市水道局、1987年発行、70頁）より。
表 2−2 宝塚開発の歴史
年次 宝塚開発の歴史 宝塚交通開発の歴史
1884
（明治 17）
・小佐治ら、武庫川右岸において鉱泉を発見
1886
（明治 19）
・小佐治ら、宝塚温泉場建設予定地買収
・温泉場経営を担う保生会社創立
1887
（明治 20）
・宝塚温泉場完成、営業開始
・宝水会誕生
1892
（明治 25）
・保生会社、経営の行き詰まりにより解散。温泉
場は閉鎖される
1893
（明治 26）
・阪鶴鉄道会社設立
1895
（明治 28）
・営業用水不足に悩まされる各旅館により、共同
出資の水道が敷設される
1897
（明治 30）
・温泉場、宝塚温泉場持主組合により再開 ・阪鶴鉄道、摂津鉄道買収により、神崎－池田間
の既成線を買収。併せて、大阪－宝塚間開通
1898
（明治 31）
・大雨により武庫川氾濫、温泉場が流失
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1899
（明治 32）
・温泉場持主組合により、温泉場再建
1906
（明治 39）
・箕面有馬電気鉄道設立
・政府により「鉄道国有法」公布
1907
（明治 40）
・阪鶴鉄道、国有鉄道福知山線となる
・箕面有馬電気鉄道、社名を箕面有馬電気軌道と
変更
1908
（明治 41）
・字武庫山に宝塚郵便局設置
・秋山貞輔が、宝塚旧温泉の山手・塩谷川沿いに
住宅経営を始め、秋山水道を敷設
1909
（明治 42）
・川辺郡東谷村に猪名川水力電気株式会社開設
1910
（明治 43）
・宝塚郵便局、集配逓送事務を開始
・電信電話事務を開始
・猪名川水力電気株式会社、宝塚温泉場に電燈・
電力供給開始
・箕面有馬電気軌道、住宅の月賦販売を行なう
・箕面有馬電気軌道、大阪－宝塚間（宝塚線）、
石橋－箕面間（箕面支線）の営業開始
1911
（明治 44）
・箕面有馬電気鉄道により、武庫川左岸に大理石
造りの大浴場（新温泉）開場
1912
（明治 45
／大正元）
・新温泉付近に室内水泳場を中心とする新娯楽施
設パラダイスを増設
・宝塚警察署新設
1913
（大正 2）
・婦人博覧会開催。余興として少女歌劇が行なわ
れる
1916
（大正 5）
・平塚嘉右衛門、宝水会を譲り受け、水源規模の
改善と送水を行なう
1917
（大正 6）
・平塚嘉右衛門、旧温泉を譲り受け、株式会社宝
塚温泉を開設
1918
（大正 7）
米騒動
・宝塚音楽歌劇学校設立 ・箕面有馬電気軌道、阪神急行電鉄株式会社に社
名を変更
1919
（大正 8）
・中洲楽園に温泉付貸別荘が完成
1920
（大正 9）
・神戸瓦斯会社により、良元村にガスが供給され
る
・阪神急行電鉄、十三－神戸間（神戸線）開通
併せて、伊丹－塚口間の伊丹支線も開通
1921
（大正 10）
・阪神急行電鉄、西宮北口－宝塚間（西宝線）開
通
1922
（大正 11）
・株式会社宝塚温泉、水道敷設を目的とする逆瀬
下水源と同配水池を完成する
1923
（大正 12）
関東大震災
・新温泉の劇場から出火があり、新温泉は浴場以
外全焼する
・旧温泉、武庫川中洲に温泉を引き中洲温泉とし
て営業を始める
・阪神急行電鉄、西宝線開通後、最初の住宅地開
設
1924
（大正 13）
・宝塚大劇場竣工
・宝塚ルナパーク竣工
・阪神急行電鉄、夙川・甲陽園の甲陽線開通
1925
（大正 14）
・平塚嘉右衛門と阪神急行電鉄株式会社の共同出
資により、株式会社宝塚ホテル設立
1926
（大正 15
／昭和元）
・宝塚南口駅前において、宝塚ホテル営業開始
・宝塚ゴルフ倶楽部設立
・阪神急行電鉄、西宮北口－今津間開通、従来の
西宝線を今津線と改称する
1927
（昭和 2）
・株式会社宝塚温泉、私設水道敷設認可申請を行
なう
1928
（昭和 3）
・宝塚ゴルフ倶楽部、宝塚カンツリー倶楽部と改
称
・阪神水道株式会社により、宝塚新温泉地区への
水道敷設が計画されるが諸事情により計画断念
1929
（昭和 4）
・株式会社宝塚会館設立
1930
（昭和 5）
・旧温泉にダンスホール開館
1932
（昭和 7）
・株式会社宝塚温泉、寿楽荘分譲
分譲にあたり、寿楽荘水源と配水池を設ける
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第 2節 「遠い水」と斑状歯
1970年代、宝塚市の逆瀬川沿い、野上地区の
児童らが通う市立西山小学校を中心に、とある病
いをめぐって市と市民が争うという問題が発生し
た（写真 2−4、写真 2−5）。のちにこの問題は、
その病いの名称から取って「斑状歯問題」と呼ば
れるようになる。
（1）斑状歯の発見
斑状歯の発見
ことの始まりは、小学校で行なわれた歯科検診
の検診結果からであった。
西山小学校の養護教諭であった二宮頴子氏は、
当時の様子をこう語っている。
1967（昭和 42）年、新設されたばかりの宝塚
市立西山小学校に赴任してきた二宮氏は、校内で
行なわれた歯科検診の検診簿に「M」という見慣
れない記号を見つける。これは何を意味する記号
かと他の養護教諭に尋ねてみると、「M」という
のは Mottled Teeth、つまり斑状歯の略で、宝塚
の水には六甲山系の花崗岩が原因でフッ素が多く
含まれており、それが歯に作用してそういう病い
1934
（昭和 9）
・神戸瓦斯会社により、小浜・長尾両村にガスが
供給される
1935
（昭和 10）
・株式会社宝塚温泉、紅葉谷上水源と同配水池を
完成させる
1938
（昭和 13）
・株式会社宝塚温泉、月見山の分譲を行なう。併
せて月見山配水池を設ける
1939
（昭和 14）
・株式会社宝塚温泉、宝塚温泉水道敷設認可申請
書を提出
1941
（昭和 16）
太平洋戦争開始
・宝塚温泉、徐々に衰退し始める
1945
（昭和 20）
終戦
・進駐軍による、宝塚新温泉諸施設、宝塚ホテ
ル、ゴルフ場と民家の接収
・株式会社宝塚温泉、宝塚興業株式会社に商号を
変更
1946
（昭和 21）
・進駐軍から新温泉・大劇場などの施設が返還さ
れる
・大劇場において、宝塚歌劇再開
・旧温泉浴場、川西航空機に売却。宝塚興業は、
水道経営に専念
・阪神急行電鉄、京阪電気鉄道を合併し、京阪神
急行電鉄となる
1950
（昭和 25）
・宝塚興業株式会社、宝塚上水道株式会社に商号
を変更
1951
（昭和 26）
サンフランシスコ
平和条約調印
・小浜村、町制により宝塚町となる
・京阪神急行電鉄、良元村武庫山地区で住宅開発
を行なう
1952
（昭和 27）
・進駐軍から、宝塚の個人住宅地が返還される
1954
（昭和 29）
・宝塚町と良元村が合併し、宝塚市となる
・宝塚市、宝塚上水道を買収
写真 2−4 逆瀬川
写真 2−5 宝塚市立西山小学校
社 会 学 部 紀 要 第117号― ９２ ―
になるのだ。また、それで「歯クサリ」6）という
地名もあると返事が返ってきた。
この時の二宮氏にとって、斑状歯とは、はみが
き粉の中にもあるフッ素が多過ぎて歯にまだらが
できる病気だという程度の理解しかなく、さして
興味も持たなかった。
しかし、ことあるごとに誰かがともなく「宝塚
の子の骨折は水のフッ素のせいだ」ということを
よく耳にしていた。
1970（昭和 45）年度の終わりごろ、養護教諭
と市歯科医師会の合同研修会において、二宮氏は
斑状歯について質問してみた。すると、会場内が
ザワザワと騒がしくなり、質問に対する回答に立
った医師は、回答のなかでフッ素のことについて
は一言も触れず、「この問題を討議すると長くな
る。自分たちも研究の途上にあるので追って答え
る」と曖昧な答えを述べた。二宮氏は、さまざま
な人から「宝塚には斑状歯があり、これはフッ素
によるものだ」と聞いていた。しかし、医師によ
る回答はなにかひっかかるものがある。
そこで、1969（昭和 44）年度に行なわれた検
診での斑状歯の記録を全学年分調べてみた。する
と奇妙な結果がそこにはあった。1969（昭和 44）
年度 1年生斑状歯 11名が、2年生になると 1人
として斑状歯として記入されていない。このなか
には、M2とかなり重症の児童が 3人もおり、斑
状歯はかかったら最後絶対に治ることはないと聞
いていたのにもかかわらず、そこには記載されて
いないのである7）。
1971（昭和 46）年、西山小学校で開かれた PTA
総会において、西山小学校の父兄であり歯科医で
ある伊熊和也医師より、斑状歯を取り上げて欲し
い、フッ素で子どもらの歯はむしばまれているの
だと訴えがあるものの、PTA 会長および学校側
からは「この問題は社会的混乱をまきおこすおそ
れがあるので静観する」といなされ、伊熊医師の
申し入れは却下された。
さらに、同年行なわれた歯科検診の場におい
て、検診関係者は、検診前に校長・教頭に呼ば
れ、斑状歯については校医の指示をうけて行動す
るようにと指示があり、後日行なわれた朝礼で
は、「フッ素についてのデータは 0.8 ppm の許容
量を越していない。もし、父兄が何かききに来た
場合は、先生方勝手におこたえにならないよう
に。教頭の方にききにいくように云ってくださ
い」とのお達しが複数回あった。この時の西山小
学校では、「斑状歯」や「フッ素」に関するもの
は、語られるべきではない忌まわしいものとして
扱われていたのである。
その後、同年 5月 23日、伊熊医師は、ABC テ
レビを通じて、自身が調査したデータにもとづ
き、西山小学校の多数の児童に斑状歯の症状が認
められたと公表した。そして、この斑状歯の原因
はフッ素によるものである。この地域では水道水
中のフッ素濃度が高いため、斑状歯が多数発生し
ているのではないかと訴えた。これが「宝塚斑状
歯問題」のはじまりである。
伊熊医師による斑状歯の公表を受け、宝塚中の
あらゆる組織がこの対応に追われた。ある市民
は、自分の子どもは斑状歯になっていないかと心
配し市に問い合わせを行ない、またある市民は自
分の住んでいる地域の水道はどうなのか心配し、
市に情報の開示を求め、宝塚市は一時混乱状態に
陥る。そのあいだにも、マスコミでは斑状歯につ
いて取り上げられ、斑状歯問題は徐々に大きくな
っていった。
斑状歯地帯宝塚
序章で取り上げた医学領域からの報告でもわか
るように、宝塚は、大正～昭和初期の段階で、歯
科医師や一部有識者のあいだにおいて、斑状歯地
帯として全国的に最も有名な土地であった。
大正から昭和にかけての宝塚には、前項までに
触れた都市化の進む武庫川中流域を中心とした地
域と、昔ながらの農村的な色を残す地域が併存し
ており、私設簡易水道がひかれた都市部宝塚とは
異なり、私設簡易水道の少ない農村部宝塚の住民
たちは自らの地域に点在する河川や井戸水を利用
して暮らしていた。序章で取り上げた斑状歯は、
この農村部で井戸水を利用する住民たちに多く見
られるものだったのである。
この地域の斑状歯は、歯が腐って見えることか
ら俗称「ハクサリ」と呼ばれ、地域一帯の風土病
として考えられていた。
このほかに、宝塚には、かつて片仮名で「ハク
サリ」と呼ばれる地域もあった。これは、現在の
宝梅 1丁目～2丁目、寿楽荘、南口 1丁目、宝松
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苑一体にあたる地域を指す地名で、斑状歯問題の
中心地である野上から近い場所にある。
ハクサリは、その後漢字表記の「白砂里」に改
められ、1968（昭和 43）年に住所表示変更され
るまで現存していた。地名の由来に関しては諸説
あるが、住民によると、「この土地に住む者の歯
が赤褐色になったり、歯の欠損が生じたりするこ
とから、この地をハクサリ（歯腐り）と呼ぶよう
になった」という説もあるという。
当時を知る住民はこう語る。
ハクサリという地名は、確かにありました。
昔、私たちが住んでいた地域は「ハクサリ 2丁
目」と呼ばれる地域でしたし、そう表記されて
いましたから。
でも、住んでいた当時は（地名の）「ハクサ
リ」が、（斑状歯の）「ハクサリ」を指すなんて
思いもしませんでした。私がこちらに移り住ん
だのは、表記が変わる前の 1960年代くらいで
したけど、その時は「ハクサリ」に対してどう
も思いませんでしたし、「白砂里」になってか
らも「綺麗な名前やな」というくらいしか感じ
ませんでしたね。
斑状歯問題が起きてからですね。「ああ、こ
の「ハクサリ」は、斑状歯のことやったんか」
と考えるようになったのは。斑状歯問題が起き
た当時、私より前から住む高齢者の方に聞いて
みましたけど、「ハクサリ」のことを知ってい
る方はほとんどいなかったと思います。
F 氏（1940（昭和 15）年生まれ
女性、「守る会」活動参加者）
このように斑状歯地帯である宝塚において、再
び精力的にフッ素や斑状歯に関する調査が行なわ
れるようになったのは、終戦直後のことである。
後に触れる宝塚斑状歯専門調査会が明らかにし
たところによると、終戦後の 1945（昭和 20）年
頃、日本でもムシ歯予防のための水道水にフッ素
を添加する、水道フッ素化が計画された。この予
備調査として、各地の飲料水に含まれるフッ素と
斑状歯の関係性をめぐる調査、さらに小児科、内
科、外科を含めた総合的研究団による日本各地の
斑状歯地帯での疫学調査が行なわれたとされる。
すでに全国的に有名な斑状歯地帯であった宝塚も
この研究対象地区に選定され、1947～48（昭和 22
～23）年ごろに調査が行なわれた。
また、当時良元村は米駐留軍の接収住宅地域と
なっており、兵庫県は先の調査報告からこの地域
一帯における水質対して懸念を持っており、より
詳細な調査を進めるため、1949（昭和 24）年に
兵庫県衛生部内にフッ素被害対策委員会を組織し
ている。同委員会は、良元村のほか、小浜村、有
馬郡有馬町、塩瀬村、山口村の水質検査を行なっ
ており、その調査報告をまとめている。
このように宝塚は、近代において斑状歯やフッ
素の調査が繰り返し行なわれた土地である。医学
領域で研究が進み、調査によってより正確なデー
タが提示されるごとに、行政には斑状歯の実態が
報告され、水質の改善が求められている。
しかし、宝塚市がこの問題に真摯に取り組むよ
うになったのは、水道法が公布され、1971（昭和
46）年の斑状歯問題が公表される前後のことであ
った。
行政の対応
市は、連日届く市民からの問い合わせに対し、
「現在の水は安心ですから、決して不安はありま
せん」と返答している。しかし、この返答をよそ
に、市民の斑状歯に対する関心や不安は募るばか
りであった。
1971（昭和 46）年 5月 29日、市は、市歯科医
師会、市医師会、兵庫県宝塚保健所、市議会、市
の 5者 17名からなる「宝塚市フッ素問題研究協
議会（以下協議会）」を発足させ、会合の場にお
いて「斑状歯の原因は水道に含まれるフッ素のほ
か、食物、住居、生活環境にも影響される。厚生
省基準以下でもこの症状がおこることがある。学
会でも斑状歯の原因がわかっておらず、フッ素の
量を減らして、逆にムシ歯を増やすことになりか
ねない。上水道のフッ素含有量は現状の 0.7 ppm
前後で問題ない」と結論づけている。
また、問題の中心地である西山小学校では、伊
熊医師の公表後、教師たちのあいだでも斑状歯の
話題で持ち切りであった。そののち、市教育委員
会により斑状歯の実態に関する調査が行なわれ
た。市教育委員会は児童の検診簿の調査の結果、
1,027人中 377名が斑状歯であると発表している。
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しかし、二宮氏の調査報告とこれとは若干の食
い違いがある。二宮氏の統計によると、全校生徒
1,057人のうち 388名が斑状歯であり、約 3人に
1名の割合で斑状歯を患っている生徒がいるとさ
れる。
さらに、学問上斑状歯は病状が進行しないとさ
れているのにもかかわらず、3年生の時は M1、4
年生では M2、5年生では M2、6年生では M3 と
病状が進行しており、例外が多々見つかる。
この検診結果を地域別に分けてみると、ある地
域では 64.5％の児童が斑状歯を患っており、さ
らに詳しく調べると先程の斑状歯でない 36.5％
の児童は全員他の地区からの転居者であることが
判明する。つまり、宝塚もまた、船坂で語られる
のと同じように、「ここで生まれ育った子はみん
な斑状歯にかかる」という状況だったのである。
二宮氏はこの統計をとるうちに、伊熊医師の警
告していたことがなんだったのかを理解し、「水
があぶない」ということはこれだと実感したとい
う。
（2）市民運動
市民の訴え
斑状歯問題の表面化は、宝塚市民、特に子ども
を持つ親たちにとって大きな衝撃であった。西山
小学校では、電話で「学校はなぜ斑状歯について
家庭通知しないのか」と語気荒く抗議を入れる母
親もいれば、わざわざ学校に足を運び、「うちの
子はかかっているでしょうか」と尋ねに来る母親
もいたという。宝塚では「斑状歯さわぎは十年毎
にやってくる」と語られていたが、まだまだ過去
の出来事というわけではなかったようだ。
市民たちは、自分たちの暮らす宝塚で発生した
斑状歯について関心を持ち、市に対して、被害状
態や水質状況を明らかにすることを要求しようと
した。
しかし、市民代表の議員に依頼し、宝塚市議会
で問題を提起したものの、市議会本会議ではこの
動議は多数差で否決され、市からの明確な答えを
得ることは出来なかった。
この市議会を傍聴した市民約 20名は、「（この
問題は）自分たちの手でやらなあかん」「議員な
どにはまかせておれん」と実感し、1971（昭和
46）年 6月 6日、宝梅 1 丁目の宝塚教会におい
て、「斑状歯から子供を守る会」（以降、「守る会」
と表記する）を結成した（写真 2−6）。
守る会は、主に 10代の児童を持つ 40～50代の
親たちから成る団体で、その会員の大半を主婦た
ちが占めていた。なかには男性もいたが、活動拠
点である宝塚教会の利用が出来たのは、平日・祝
日のみであったので、この時間帯に参加出来る自
由業に就く者ばかりであった。会員たちは、宝塚
教会一帯に住む地域の住民で、斑状歯問題の発生
した西山小学校や教会付近は教育熱心な住民が多
く住む地域だった。
結成からしばらくのちに、守る会は斑状歯被害
解決のための具体的目標として、市に対し「良質
水源の確保」、「不良水源の廃止」、「暫定処置とし
て水源地に除フツ装置をとりつけること。家庭へ
の飲料水の給水」、「過去の水質検査結果をすべて
公表すること」、「客観的な斑状歯検診の実施」、
これら 5項目の要求を掲げ、運動を開始する。
同年 6月 20日、西山小学校において斑状歯被
害についての両親集会が行なわれた。当日は朝か
ら、今日の会を呼びかけるプラカード、ビラ、パ
ンフレットが配られ、学校には物々しい雰囲気が
漂う日であったと二宮氏は語っている。
会場には約 450名の父母が集まり、養護教諭で
ある二宮氏から、5月 20日に実施された学校定
期歯科検診の結果にもとづく斑状歯被害の実態が
語られ、参加者は自分の子どもに襲いかかる病い
の説明にじっと耳を傾けた。説明の途中泣きだす
写真 2−6 宝塚教会
＊1991（平成 3）年に建物は建て替えられ、斑状歯問
題当時の面影は残っていない。
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母親もいたという。
この両親集会を受け、7月 11日、西山小学校
では「西山小学校 PTA 斑状歯問題特別委員会」
（以降、西山小学校 PTA 委員会と表記する）が
発足した。守る会と西山小学校 PTA 委員会は別
の組織ではあるが、会員のなかには両方の団体に
所属する者もいた。
行政の処置
同年 5月に発足した協議会は、6月 15日に開
かれた第一回の会合において、（1）西山、良元、
長尾の三小学校で精密検診を行ない、検診医には
宝塚歯科医師会以外の第三者を依頼する。（2）フ
ッ素の水質検査のための水を毎月 1回水系別に家
庭蛇口から住民立会いの上で取り、検査を西宮保
健所で行なう。検査結果は公表する。（3）斑状歯
児童の実態をはっきりさせるため末成、長尾、西
山、良元の 4小学校児童 4,200名からアンケート
を取る。などを決めた。
しかし、この協議会の姿勢は、これまでの経過
について総括的に反省した上で出発するという姿
勢に欠けていると守る会から指摘されている。さ
らに協議会は、今回の市民の活動はひとえに、フ
ッ素に対する一般市民の無知から来たものである
から、正しい知識を普及すべきであるという姿勢
で臨んでいた。
6月 23日、協議会主催で「弗素について」と
題する講演会が、西山小学校と長尾小学校とで行
なわれた。講師には細見忠雄氏（日本歯科医師会
学術委員、口腔衛生部長8））が招かれ、講演会で
は「フッ素含有量の多い地域では虫歯は少な
い」、「100人中 90人は虫歯にかかっており、歯
科医師会はフッ素の利用を考えている」などのフ
ッ素効用説を取る講演が行なわれた。
フッ素が虫歯の対策に有用であることは確かだ
が、宝塚市民にとってその多量のフッ素が、効用
を通り越して斑状歯被害を招いたのである。効用
説を謳う講演は、市民のフッ素に対する理解を生
んだというよりも、協議会や市に対する不信をさ
らに強めただけであった。
6月 30日、第二回協議会会合が開かれ、児童
の精密検診の実施、定期的水質検査の実施、美濃
口玄氏の講演会の開催などが話し合われた。
これまで見てきた行政側の対応は、市民の混乱
を避けるという名目で実態を明白にすることを避
け、「宝塚市民は「無知」のためにこのような騒
ぎを引き起こしているのだ」というラベルを市民
に貼り付け、この印象を広めることに力を注いで
いる。そうした行政の姿勢を受け、守る会は市民
運動を継続するためにも、自分たちに貼られた
「無知」というラベルを剥がすことに努めた。
「守る会」の活動
まず、守る会は、斑状歯問題が表面化するまで
の、「市が供給する水は安全である」という自身
の水に対する姿勢を反省することから始めた。こ
の反省点から、自分たちの子どもらに健康上の被
害を受ける結果になった以上、水源と水質の確認
に急がなくてはならないと考え、市の提供するデ
ータではなく、自分たちの手による斑状歯被害の
実態を掴む活動に移ることとなった。
その活動はおおまかに分けて、水源の確認、水
質検査、自主検診に分けられる。
水源の確認
守る会の行なった水源の確認では、市内に現存
し、1971（昭和 46）年当時供給されていた水源
地 7ヶ所と、既に廃止されていたがまだ現存して
いた逆瀬川上水源、旭が丘水源、紅葉谷水源跡を
市水道部の案内で廻った。この活動の参加者は、
守る会会員だけでなく、呼び掛けに応じた宝塚市
一般市民も含まれている。会員だけでなく、一般
市民に参加してもらうことにより、自分の日々飲
んでいる水を確かめて貰い、斑状歯問題に関心を
持ってもらうためである。
こうして、市民にも開かれた「水源の確認」は
数回に渡り開催され、ピクニック気分で参加した
市民たちには、自身の住む家の蛇口から出てくる
水とその水源地に関心を持たせ、守る会会員に
は、自身がこれから調査に向かう水源地の地理を
把握させた。
水質調査
その後、守る会は市内約 30カ所で水質検査を
行なった。この水質検査は、仁川－山本台間の現
存する水源と廃止された水源および家庭の蛇口か
ら、毎月 1回、会員が採水を行なうというもので
ある。採取した水は、大阪、天王寺の大阪市立大
学に持って行き、活動の協力者である鶴巻道二氏
の指示を仰ぎながら、会員自らの手によってフッ
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素含有量を出した。この数値を水道部に保存され
ている毎月の各水源地単位の給水量と照らし合わ
せれば、1971（昭和 46）年 5月斑状歯問題公表
以前の家庭蛇口のフッ素含有量はおおよそながら
測定することが出来る。当時昭和 1970（45年）1
月の測定では、武庫川西岸の水源地から供給され
るどの水もフッ素含有基準値を上回っていること
から、翌年のフッ素含有量が基準値を下回るとい
うことは考えられない。
こうして検討を行なった結果、（1）1971（昭和
46）年 5月を境に、宝塚市の飲料水は武庫川表流
水を水源に加えることによってかろうじて基準値
を下回り始めたのであって、それまでは武庫川西
岸の良元地区においては地域の大部分に基準値を
超す飲料水が供給され続けたこと、（2）逆瀬川の
伏流水を水源とする逆瀬川上、下水源（1971年 5
月）に廃止 1.70～2.06 ppm、旭が丘水源（同月廃
止）0.84～1.34 ppm、紅葉谷水源（1965年廃止）
2.0～3.24 ppm の水系の飲料水を長年にわたって
飲用してきた人びとのあいだに最も甚だしい被害
があるはずであること、（3）厚生省基準値である
0.8 ppm も推定値にすぎず、この基準値より低い
武庫川東岸にも被害が出ており、安全値について
根本的に検討する必要があること、などを確認し
た（表 2−4）。
斑状歯被害が表面化した当時、フッ素含有量は
基準値以内であり、心配はないと市によって語ら
れていたが、実際は応急処置で保たれていた「安
全」だったのである。
これらの分析結果は、市の水道部に内容証明で
通知すると同時に、新聞社を通じて一般にも公表
された。
守る会は、この活動を「水質パトロール」と称
し、継続して水質調査を行なったが、活動の途中
からは市の水道局局員も共に水質調査に同行して
いる。当時を振り返った元会員は、「最初は水道
局の方も「またわずらわしいオバハンが来よっ
た。余計な仕事増やしよって」くらいの態度でし
たけど、お互い慣れてくると、「ほな、今月もデ
ート行きましょか」くらいの気軽さで一緒に水質
調査に向かうようになりましたね」と語ってい
る。
自主検診
守る会は、斑状歯の原因である「水」の検査は
行なっていたが、斑状歯の被害実態である歯科検
診についてのデータは、守る会自身で把握してい
なかった。唯一の手掛かりである市歯科医師会や
市教育委員会から公表された学校定期歯科検診の
データは、二宮氏も振り返っているように既にデ
ータの改竄が行なわれており、参考にならないも
のばかりであった。
そこで、被害実態を少しでも正確に把握するた
めに、住民側による「自主検診」が行なわれ、8
月 10日から 8日間、市内 10カ所での斑状歯検診
を行なった。この検診では、守る会が依頼した医
師による歯の検診が無料で行なわれるため、立ち
寄る一般の住民も多く、なかなかの盛況ぶりであ
った。
検診では、入り口で、守る会会員が、訪れた受
診者の名前、住所、移住歴など社会的情報を尋
ね、それらを紙に記した後、奥で待機する医師の
方に案内され、検診が行なわれる。検診終了後、
受診者の社会的情報と医学的情報にもとづいて統
計を取り、データ化する。
しかし、この検診対象者は、あくまで「守る
会」の呼びかけに応じて参加した人びとを無差別
に対象としたものであるため、精密な結果を抽出
することは困難であった。
とはいえ、このデータはまったく無効なデータ
というわけではなく、いくつかの特徴を引きだす
ことは出来たのである。まず、（1）にこれまで一
般に斑状歯被害は多量のフッ素量を含む武庫川西
岸に現われて、東岸は少ないとされてきたが、検
診結果から東岸においても軽度・中度の症状は見
られ、その限りでは西岸とほぼ変わらないこと。
（2）に M3の高度の斑状歯症状は西岸に圧倒的に
多いこと。以上のデータが採取され、これらは今
後の斑状歯被害の対策に反映された（表 2−3、表
2−4）。
これらの活動のほかにも、斑状歯問題への関心
を高めるための呼びかけや広告配りなどの情宣活
動、市に斑状歯問題の賠償を求める署名活動のほ
か、活動資金集めのために山本台地域で廃品回収
なども行なわれている。
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人権委員会への訴え
これら斑状歯問題をめぐる市民運動において、
活動に携わる人びとに対して、嫌がらせや圧迫な
どが、さまざまなかたちで加えられた。
告発を行なった伊熊医師に対しては、市歯科医
師会の会合の場において圧迫とされる言動があ
り、西山小学校の養護教諭であった二宮氏に対し
ては市教育委員会から反省文の要求などの圧迫が
あった。また、斑状歯検診実施のための署名活動
を行なっていた仁川小学校 PTA の母親に対し
て、PTA 会長から電話による妨害もあった。こ
のほかにも、市民運動への参加者や協力者に対
し、さまざまな方面から市民運動を弱める意図を
もった抑圧的行動がみられたとされる。
活動参加者がまだ少数だったころは、脅しや
揶揄がよくありました。活動の主体は、専業主
婦の方ばかりでしょう。だから、「主婦は家で
子どもだけ守っとけ」だの「このような活動に
参加していると、あなたの旦那さんの会社での
地位なんかに差し障りがありますよ」だの言わ
れましたね。 F 氏（同上）
これらの圧力に対し、「守る会」を含めた市民
運動関係者が取った手段が近畿弁護士連合会人権
擁護委員会に対する申し立てであった。この申し
立ては、1971（昭和 46）年 9月 21日付けで 6名
の連記で行なった。
申し立ての趣旨は、第 1点に、宝塚市水道部が
法定基準を上回るフッ素を含有する飲料水を供給
し続け、最近にいたるまで住民の飲料水の水質に
ついて各段の注意や措置をとることなく、水質検
査すら行なって放置してきたこと。第 2点に、先
の市民運動関係者に対する圧力行動について。こ
れら 2つはどちらも重大な人権の侵害、人権尊重
に欠けるものであるとしている。
また、行政責任は 1958（昭和 33）年に水質基
表 2−3 斑状歯自主検診の結果
8月 12日 13日 14日 15日 16日 16日 17日 18日 18日 19日
会場 福井会館 美幸町生活館 長尾支所
米谷
公民館
小林二丁
目宝蔵宅
蔵人
公民館
仁川団地
集会所
逆瀬川
幼稚園
宝梅園
団地
御殿山
東銀寮 全市
受診者 190 115 274 177 89 60 310 179 153 210 1,757
正常 61 41 57 90 18 22 76 41 75 64 545
M±
M1
M1B
M2
M2B
M3
M3B
36
57
16
13
4
1
2
24
22
8
10
4
6
0
54
94
27
30
9
2
1
33
43
5
4
2
0
0
18
42
5
3
2
1
0
7
22
5
1
0
0
3
95
97
19
6
11
5
1
29
67
12
7
15
2
6
31
36
3
3
3
1
1
52
74
14
1
3
1
1
379
554
114
78
53
19
15
計 129 74 217 87 71 38 234 138 78 146 1,212
＊『宝塚市「斑状歯から子どもを守る会」運動の記録』（1975年版、宝塚市「斑状歯から子どもを守る会」、1975
年発行、12頁）より。
表 2−4 武庫川東岸・西岸を比較した斑状歯の統計
6歳～15歳（昭 31～40年生まれ）
武庫川東岸 武庫川西岸
年数被験者 M1 M2 M3 ％ 年数
被験
者 M1 M2 M3 ％
1
2
3
18
20
34
5
14
15
0
0
4
0
0
0
46.3
1
2
3
63
48
38
16
19
18
1
3
1
0
0
0
38.9
4
5
6
21
29
78
8
15
29
2
3
7
0
0
1
50.0
4
5
6
37
37
104
12
13
43
2
3
4
0
3
4
47.2
7
8
9
52
57
26
29
31
14
5
5
3
1
0
0
65.0
7
8
9
82
60
46
44
31
25
13
7
7
1
5
1
71.3
10
11
12
13
30
19
8
3
20
9
6
2
4
3
0
0
0
0
0
0
73.3
10
11
12
13
30
33
21
14
26
15
16
10
9
3
2
4
2
4
2
0
81.4
計 395 633
＊『宝塚市「斑状歯から子どもを守る会」運動の記録』
（1975年版、宝塚市「斑状歯から子どもを守る会」、
1975年発行、13頁）より。
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準を定めた国自身にもあり、国は基準を徹底させ
るための有効な措置を怠っており、こうした違反
の事実をしりながら、放置していたことは国民衛
生に対する国の安易な態度にもよるものと指摘し
ている。
これにより人権擁護委員会は斑状歯問題に対し
て、人権侵害の点から調査を進め、この時出され
た答申はのちの斑状歯専門調査会にも影響するこ
ととなる。
斑状歯専門調査会誕生
1971（昭和 46）年 10月 27日、協議会による
精密検診が実施された。しかし、これまでの協議
会の活動や、校内検診の結果をみる限り、ここで
行なわれた検診結果が改竄されるという可能性も
まだ捨てきれないが、守る会には提示された検診
結果が正しいかどうか判断する力量は無かった。
そこで守る会と西山小学校 PTA 委員会は、か
ねてからの活動目標であった客観的な検診の実施
を目指し、市に対して「精密検診では第三者の医
師をも含めて客観性を持たせるべきである」との
申し入れを行なった。
これに対し、医師会は「第三者の介入は医師会
内部の決定に反するので不可」と回答し、市は
「第三者を加えると費用もかさむので、歯科医師
会単独検診に協力してほしい」と回答を述べてい
る。
これを受け、守る会と西山小学校 PTA 委員会
は「今回の検診が歯科医師会としての私的なもの
であるならば、検診は希望者のみの自由参加とす
る。公的な検診には検診医に第三者を加えるべき
である」という原則で進むことを確認し、その旨
を市に伝えたほか、疫学調査機関の発足、そして
調査の実施を行なうように市に要望を届けた。
こうした動きから誕生したのが、疫学調査機関
「斑状歯専門調査委員会」（以降、調査会と表記す
る）である。
これまでの協議会などの市主催の調査機関は、
いわゆる御用学者9）ばかりが集められ、市民が信
頼できる客観性を持った学者や研究者は含まれて
いなかった。さらに、協議会では市民の傍聴が認
められず、市議会よりもさらに閉鎖的な調査機関
で、市民の声がその場に影響されることはない。
これらの反省点から、調査会では、（1）守る会
と西山小学校 PTA 委員会の推薦する市民側の学
者・研究者 7名を委員に含めること、（2）市民に
会議を傍聴させること、（3）市民にも発言権を与
えること、などの改善が行なわれている。
この調査会発足以後、守る会では、これまでの
活動のほか、市議会や調査会が行なわれた後に例
会を開き、傍聴した会員からの報告を聞いたの
ち、市議会の発言や調査会の報告における不明瞭
な点や納得いかない点を議論し、次の場でその旨
を伝えるという活動が追加された。
その後、1974（昭和 49）年 7 月、調査会は
「宝塚市の斑状歯をめぐる健康問題に関する答申
書」を提出している。そこには、（1）給水中の暫
定管理基準フッ素濃度は 0.4～0.5 ppm を上限と
すること、（2）定期的に給水中のフッ素濃度を測
定し、市民に公表すること、（3）今後の水源確保
には配慮し、給水計画を市民に公表すること、
（4）無計画な人口増加などには調整を加えるこ
と、（5）被害者の救済を行なうこと、などが示さ
れている。宝塚市は、この答申をもって、今後の
斑状歯被害者の治療補償と水道計画の検討を行な
い、実行に移していくこととなった。
（3）認定と治療
被害者の会
1973（昭和 48）年、斑状歯「被害者の会」（以
降、被害者の会と表記する）が発足した。この団
体は、斑状歯の被害実態があきらかになってきた
ため、改めてもう一つの斑状歯問題市民運動体と
して発足したものである。守る会が、市に対す
る、水質の改善やデータの開示要求、被害者の補
償など斑状歯問題に関係する全てのテーマを取り
扱う団体であるのに対し、被害者の会は、加害者
である市に対して、賠償と治療費の負担を要求す
るために活動を行なう組織であった。
被害者の会発足当時、被害児を持つ親たちによ
って、自らの体験が次々と語られた。その一部を
紹介する。
学校検診で M2という判定を受けたが、今年
はⒽ10）の判定だった。神戸の歯科医に見せたと
ころ、これは斑状歯で、きれいな歯にはならな
いからいずれつぎ歯をしなくてはならない。費
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用は 1本 8万円するといわれてびっくりした。
「大人になったら白い歯にしてね」と娘は云う。
その願いを入れてやるためにも、ぜひ「被害者
の会」員として努力したい。
8才の娘を持つ母親（匿名）
2年前、借金をして宝塚市内に家を建てた。
ところが水が悪いといわれ、自分の子供も斑状
歯と判定されて、こんなところに来るのではな
かったと後悔した。これはイデオロギーの問題
ではなく、人権にかかわる事柄だから、他人事
のように考えず、皆が自分のこととして負い合
っていくべきだと思う。 ある父親（匿名）
（「斑状歯から子どもを守る会会報」12（昭和 48
年 3月 10日）、『斑状歯から子どもを守る会記
録』、1975年、92頁）
この被害者の会は、守る会とは別の形で斑状歯
問題に関わっている。
斑状歯を罹患しているか否かにかかわらず、斑
状歯問題に対して関心を持つ住民からなる守る会
と、斑状歯を実際に患っている罹患者からなる被
害者の会では、その会の雰囲気は大分異なるもの
だった。これまで市民運動に携わってきた会員の
中には、被害者の会が発足してから手を引いたと
いう者も少なくはなかったという。
斑状歯問題連絡会
宝塚市は、1974（昭和 49）年 3月に結成され
た市民側の団体組織「宝塚市斑状歯問題連絡会
議」（以降、連絡会と表記する）との協議をかさ
ね、調査会の答申によって示された、被害者の救
済つまり斑状歯患者への治療と補償に関する具体
的対策の検討を行ない、1975（昭和 50）年 8月
に「宝塚市斑状歯の認定及び治療補償に関する要
綱」を告示した。
この要綱では、1955～1971（昭和 30～46）年
の期間中に、水道局が給水した基準値を上回るフ
ッ素濃度の水が原因で斑状歯となった患者に対
し、患者からの認定申請があった場合、その居住
歴と飲用水歴の調査および検診などの調査を判定
会が行ない、治療が必要であると認められた者に
対して斑状歯手帳を交付し、要治療者は市内 39
カ所の指定医療機関において治療の実施を受け、
その治療費を市に請求することが出来る、という
ものであった。
第 1回斑状歯認定の対象者は、1950（昭和 25）
年 4月 1日から 1957（昭和 32）年 3月 31日まで
に出生した満 18～25歳までの者であり、この時
の申請者は、男性 7名、女性 10名の計 17名で、
彼らは南口 2丁目の新設された斑状歯対策室にお
いて認定検診を受けている。
その後、斑状歯認定の対象は次第に拡大され、
1976（昭和 51）年からは 14歳以上、1977（昭和
52）年からは中学生以上が対象となり、これによ
り、1976（昭和 51）年の時点で申請者は 103名、
このうち認定者は 76名となっている。認定基準
における年齢制限は緩くなっているものの、認定
区域の問題は依然そのままである。斑状歯罹患者
のなかには、武庫川左岸地区に住む者もいたが、
この区域では給水中のフッ素濃度が基準値以下で
あったため、斑状歯予備認定地区となり、治療対
象とはならなかった。
このように 1975（昭和 50）年に示された認定
要綱では対応できない面も表出しはじめ、これら
解決のため 1980（昭和 55）年から治療業務に一
時的停滞があった。これを受け、1981（昭和 56）
年に、斑状歯業務にかかわる業務の明確化や、対
象者の認定における新基準10）などを改正した新要
綱を告知した。なお、この新要綱は、1982（昭和
57）年に条例化して施行されている。
また、これと同時期に、1975（昭和 50）年の
時点で斑状歯予備認定地区となっていた武庫川左
岸地区など、当時のフッ素濃度が基準値以下であ
った地区を対象とした「宝塚市斑状歯予備認定に
関する要綱」も定められ、市在住外国人について
も 1985（昭和 60）年から認定対象者に含まれる
ようになり、宝塚市全体において斑状歯認定およ
び治療が行なわれるようになった。
これら認定作業による斑状歯認定者数は、1977
（昭和 52）年度に最も多く、その数は年間 455人
であったが、その後は少しずつ数も減り、1988
（昭和 63）年度には認定患者は 1 桁となってい
る。累計認定者数は 1,423人、予備認定者は 818
人、実質治療者数は 235人と記録されている。
斑状歯問題は 1990（平成 2）年頃に鎮静化し
た。現在の宝塚では、斑状歯問題当時のことは住
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民の記憶から薄れ、積極的に問題に関わった者は
年々少なくなっている。斑状歯問題に携わった住
民は、当時を振り返り、「宝塚の斑状歯問題は、
フッ素が原因で斑状歯を患う者が出なくなった
ら、本当に終息したのだ」と語っている。
（4）「遠い水」と斑状歯
斑状歯の語り
船坂の住民によるなすび歯の語りでは、住民た
ちは病いを「水が原因だから仕方が無い」と語
り、審美性を損なう特徴を持った病いであるにも
かかわらず「あまり気にしなかった」、「差別意識
もなかった」と病いを受け入れていた。その語り
には、病いや水に対する恨みや怒りは存在しな
い。では、宝塚の斑状歯の語りの場合はどうだろ
うか。
一度口元を気にせず、他の人のように思いっ
きり、笑ったり、活発に人前で話をしてみたい
何度も思った。こんなことは自分一人でたくさ
んだと思っていたのに、とうとう子供にも出
た。市を絶対に許せない。
ある若い母親（匿名）
子供のとき、やすりでこすって、歯の着色を
とろうとしたがだめだった。
ある母親（匿名）
（樹林清人「宝塚市斑状歯問題その後－“斑状歯
専門調査会の果たした役割と今後”」、『月刊地
域闘争』、1973年、53頁）
一度フッ素におかされた発育不全歯は、もう
美しい歯にもどることはありません。その子は
生涯、よごれた、みにくい歯を持って生きてい
くのです。その精神負担は、体験者以外にはと
ても理解できません。
「美しい歯をよこせ！」本人も親も、心の底
からそう叫んでいるのです。
市は加害者としてこの叫びにどう応えるの
か。その姿勢に強く迫っていきたいと思いま
す。
（「「美しい歯をよこせ！」歯科医の良心はどこ
に」「斑状歯から子どもを守る会会報」14（昭
和 48年 9月 15日）、『斑状歯から子どもを守る
会記録』、1975年、92頁）
被害の事実があきらかになったとしても、今
更歯が元通りになるわけではないし一体どうし
ろというのか、という疑問によく出食わしま
す。たしかにその通りです。市に向かってもと
の歯にかえせといっても、今日の医学では無理
なはなしだということも分かっています。
しかし、だからと言って、泣き寝入りに終っ
てよいものかどうか。「仕方がない」。という私
たちの気持が、これまで市の怠慢をゆるしてき
た原因となっていないでしょうか。
加害の責任はあくまで市の水道行政にありま
す。私たちに安心して飲むことのできる水を供
給していなかったのですから。
私たちはその責任を、賠償要求というかたち
で問うていくべきものだと思います。
（「市に賠償を要求しよう」「斑状歯から子ども
を守る会会報」11（昭和 48年 3月 15日）、『斑
状歯から子どもを守る会記録』、1975 年、90
頁）
宝塚市の斑状歯は、市が病気になる水を水道
水に混ぜたから皆なったんだ！
ある男性（匿名）
これまでみてきた宝塚の語りには、船坂で語ら
れる病いの語りと比較して、原因である水、斑状
歯、問題の責任を問われた行政に対する、恨みや
怒りの込められた語りである。この同じ病いに冒
された二つの地域の違いは何だろうか。
「遠い水」と斑状歯
斑状歯問題における宝塚の「水」は、水源地か
ら第三者の手を経て、管理・調整が行なわれたの
ちに、市民の手に渡る、いわゆる「遠い水」であ
る（嘉田 2002）。
その水の管理は、おおよそ市民の目にさらされ
ることはないため、たとえ水が問題を含んでいた
としても、その問題が公表されるまで使用者のほ
とんどは水の異変に気づくことはない。斑状歯問
題が発生する以前より宝塚の水道水を利用してい
た住民は、当時の水について、「当時の宝塚の水
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は神戸の水と違ってカビ臭くないし、夏は冷たく
て冬は温かかった」、「あの頃の宝塚の水は本当に
美味しかった」と語っている。
そして、その水が孕む危険性が指摘されるまで
は、たとえその水源や水質を理解していなかった
としても、「金銭を払っているから」、「自身の生
命や健康を託しているのだから」、「第三者が管理
を行なっているから」というだけで、その水が安
全であると認識し、ただ苦労もせずに家に届く水
の便利さを謳歌するだけである。
私達が日頃口にしている飲料水が、どこから
来る水なのかそれまで私たちは知ろうともしな
かった。蛇口から流れ出る水であればそれは安
全なのだという無意識の安心感が働いている。
市民が水道行政に自分の生命や健康を託してい
る以上、それはやむを得ないことであるし、行
政はその委託を裏切ることなく応えていくべき
ものだ。
（宝塚市「斑状歯から子どもを守る会」『「斑状
歯から子どもを守る会」運動の記録』、1975
年、10頁）
「遠い水」の住民にとっては、利用する水は蛇
口から出てくるものである。この水に対して、
「遠い水」の住民は、「“水道は正常、豊富にして
低廉……”に供給されることが当然であるべき」
（美濃口 1977）と考えているため、水が危険性を
含有するものであったときの抵抗は甚だしいもの
となる。
さらに、遠い水の場合、住民たちによって使用
される水は、住民たちの住む生活世界の外部から
運ばれてくるものであり、彼らの生活世界の一部
には含まれていない。
彼らの水は、第三者によって、選択され、見え
ない管理が行なわれている。住民自身がこの過程
に関与することはないため、「近い水」と比べて
水に対する親和性を持たない。そのため、水に問
題が発生した時、住民たちは病いを受け入れず、
水と自身の中間にある第三者に責任を求めるので
ある。
斑状歯の加害主体は人ではなく、自然であ
る。だが自然が人を害するとき、これを統御す
るのは人であり、行政の義務である。住民の歯
の状態に日頃から接している歯科医師もその適
応にもっとも敏感さを要求されるはずであっ
た。宝塚市の場合、行政と歯科医師がもっと早
く、しかも良識をもって対処しておればこのよ
うな広範囲に及ぶ被害から住民は充分守られた
はずであった。
（宝塚市「斑状歯から子どもを守る会」『「斑状
歯から子どもを守る会」運動の記録』、1975
年、5頁）
これが宝塚における「遠い水」と斑状歯の関係
性である11）。
（5）村落部の斑状歯・都市部の斑状歯
これまで、六甲山東麓の同じ武庫川を源流とし
た水を利用する二つの地域、村落部船坂と都市部
宝塚における斑状歯をみてきた。この二つの地域
は、同じ水系の水を用い、同じ病いを患ったにも
かかわらず、それぞれの語りをみるかぎり、斑状
歯に対する反応は全く異なるものである。この違
いは何から生まれるものなのか。
村落部船坂における水は、住民たちの手によっ
て直接管理・給水・使用が行なわれた「近い水」
である。
船坂の斑状歯である「なすび歯」は、主に船坂
における給水地の 1つ、ねずみがわらの水からな
るものであり、斑状歯の多かった亥角の住民たち
の生活は、このねずみがわらの水によって支えら
れており、この水は彼らの生活世界の一部であっ
た。
また、「近い水」では、住民は自身の手によっ
て、使用する水の管理を行ない、手ずから水を運
び、使用するため、「遠い水」と比べて積極的に
水に関わっている。このため、住民は自身の水が
何処から来るものか、その水はどのような特徴を
持っているかをよく理解している。
一方、都市部宝塚における水は、使用者である
住民によって直接水の管理は行なわれず、第三者
である行政や水道局によって管理され、給水され
る「遠い水」である。
宝塚の斑状歯は、旧宝塚上水道によって管理さ
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れていた水源地の水からなるものであり、宝塚の
住民たちの生活は、この水によって支えられてい
たものの、この水源地の水は彼らの生活世界の外
部から運ばれてくるものであり、彼らの生活世界
の一部には含まれない。
また、「遠い水」では、住民は金銭を払って、
自身ではない第三者に水の管理を委託し、その第
三者によって、水が選択され管理が行なわれてい
る以上、住民がその管理の過程に関与することは
ない。しかし、住民たちはその水質や水源を知ら
ずとも、「第三者に金銭を払っている以上、この
水は安全であろう」と考えているのである。
これらの特徴から、「近い水」の住民は、水は
自身の生活世界の内部にあり、自身が管理する水
から問題が生じたとき、問題ごと受け入れる。こ
れに対し、「遠い水」の住民は、水は自身の生活
世界の外部にあり、自身ではなく第三者が管理す
る水に問題が生じたとき、問題を受け入れず、管
理を行なっていた第三者に責任を求めるのであ
る。この両者の人と水の関係性を図で示すと、以
下のようになる（図 2−7）。
これが、六甲山東麓における風土病「斑状歯」
における、住民と水の関わり方のあり方の違いで
あり、住民の病いに対する認識の違いである。
なお、こうした村落部と都市部の斑状歯に対す
る認識の違いが確認された上で、この両地域の住
民は、斑状歯に対する互いの反応をどのように見
てきたかという疑問が最後に残る。
これについては、筆者の行なった現地調査
（2012 年の 8 月から 2013 年の 1 月の間に実施）
では、船坂、宝塚の双方において、斑状歯に詳し
い人びと、罹患当事者や関係者たち（船坂で 10
名、宝塚で 10名）から話を聞いてきたが、船坂
の人びとは宝塚で斑状歯問題が発生したことを知
らず、また宝塚の人びとも船坂の「なすび歯」の
存在を知らなかった。
あくまでも筆者の調査の範囲内での知見ではあ
るが、両地域は、互いに六甲山東麓下における斑
状歯を患った地域であり、双方の距離はさほど離
れていないにもかかわらず、船坂、宝塚の両者と
も、自らの斑状歯に関わる事柄以外は、互いに認
識していなかったのである。
註
１）古代、京都から有馬へ向かう道は、山崎、高槻、
茨木を通り、瀬河の宿（現在の箕面）から井口堂、
尊鉢、宇保（現在の池田市）を経て小浜、有馬へ
と向かう「京伏見街道」があり、大阪から有馬へ
向かう道は、神崎、伊丹を通り、小浜を経由して
有馬・三田へ向かう道、尼崎や西宮から昆陽を過
図 2−7 「近い水」と「遠い水」
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ぎて、小浜へ向かう道などがあったが、どの経路も
小浜を経由する道であった。
２）以下の記述は、宝塚市編集専門委員会（1977）、川
端道春（1977）、津金澤聰廣（1991）、地域計画・
建築研究所（1987）による。
３）本章では、宝塚温泉の表記を 4種類用いる。それ
ぞれの表記は以下の意味で用いるものとする。
「温泉場宝塚（または温泉場）」：1887（明治 20）
年、武庫川右岸に開発された最初の温泉地
である。
「宝塚新温泉（または新温泉）」：1911（明治 44）
年、箕有電鉄によって、武庫川左岸に開発
された温泉地。
「宝塚旧温泉（または旧温泉）」：温泉場の流れを
組む、武庫川右岸の温泉地。
「宝塚温泉」：新温泉、旧温泉の両方を含めた温
泉地。
４）この時期、温泉場の経営は、小佐治、岡田、田村
を含めた兵庫・大阪の有志により創立された保生
会社が担っている。
５）ただし、これは市の町村において水道敷設の意思、
資本がなく、市町村が水道を認める場合のみで、
1921（大正 10）年の条例改正では、給水人口が 1
万人を超えない場合の水道の許認可は一部地方長
官の職権を委任することになっていた。
６）以下の記述は、宝塚市「斑状歯から子どもを守る
会」（1975）、地域計画・建築研究所（1987）、二宮
穎子（1971）による。
７）国の定める基準によると、斑状歯はその程度を、
「M±」、「M1」、「M1B」、「M2」、「M2B」、「M3」、
「M3B」と分類される。それぞれの説明は以下の通
りである。なお、以下の記述は、宝塚市水道局斑
状歯対策室（出版年不明）による。
「M±」：斑状歯の疑いのあるもの。
「M1」 ：白色の模様があるもの。白色の線状、
縞状、帯状、あるいは不透明の白色斑
点が散在し、また、臼歯の咬頭頂に白
色不透明帯を示すものがあり、その現
われる部位は一定しない。
「M1B」：M1 の症状に、2次的に色素が沈着した
もので、主に褐色、黒褐色あるいは緑
色の着色したもの。
「M2」：歯面全体が白墨状に白濁しているもの。
全歯に現われる場合もあり、前歯のみ、
臼歯のみの場合もある。前歯では唇面
につよく、臼歯は歯冠に一様に現われ
る。
「M2B」：M2 の症状に、2次的に色素が沈着した
もので、主に褐色、黒褐色あるいは、
緑色の着色したもの。
「M3」：M1、M2 の変化に、さらに歯の実質欠損
がともなっているもの。小円形の実質
欠損が散在するもの。歯全体が形態異
常をきたして岩様を呈するものなど、
形態変化はいろいろある。
「M3B」：M3 の症状に、2次的に色素が沈着した
もので、主に褐色、黒褐色あるいは緑
色の着色したもの。
８）翌 6月 24日の朝日テレビの報道で、細見忠雄氏の
肩書は「サンスター歯みがき会社口腔衛生部長」
であることが判明した。
９）守る会会員たちは、このような学者・研究者たち
を、上の様子ばかり伺うことから、「ヒラメ」と揶
揄していた。
１０）H またはⒽは「発育不全歯」をあらわす記号。
１１）なお、都市化の進んだ宝塚の中にも、旧良元村、
小浜村の一部において農村部を色濃く残す地域が
存在した。その地域においては、船坂のような
「近い水」の認識を持つ人びとがいたようである。
これらの地域では、宝塚の開発以前から住む「地」
の住民、つまり在来住民たちが暮らしており、彼
らは、僅かに引かれた私設簡易水道と地域の河川
や井戸水を利用して生活を営んでいた。そして、
この生活を支える水によって、宝塚の風土病「ハ
クサリ」を患ったのである。
「ハクサリ」になった在来住民は、患者が女性の
場合は、「お嫁に行く前にやる（治療する）もん
だ」と考え、主に上の前歯 4本の治療を行なって
いる。一方、患者が男性の場合は、「歯ぐらいやっ
たら気にならない」と考え、そのまま放置する者
も多かったという。
彼らは、第 1章で触れた船坂の住民たちと同じ
く「近い水」の住民であり、それがゆえに、自身
の選択によって患った「ハクサリ」を受け入れて
過ごしている。「ハクサリ」を患った在来住民たち
は、他所から移り住んで「斑状歯」を患うことと
なった新住民と異なり、斑状歯問題をめぐる活動
にはほとんど参加していない。
これについて、斑状歯問題において市の側に立
った美濃口玄は、「住民側は父祖伝来の居住地で、
このような歯の異状、俗称“はくさり”について
美容上の難点はあっても、その他の日常生活に支
障をきたすような健康上の障害のないことを永年
の経験で熟知しており、かつ当時の困難な社会情
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勢が美容どころではないと考えていたのかもしれ
ないが、特に強い関心や恐怖心を示すこともなか
った。
その後 30年近くの経過で、村は市となり、住民
は年々増加する近郊住宅都市となったのであるが、
在来の住民の意識はあまり変更のないまま、主と
してこれらの人々から選ばれ、自治体の長となり、
議員・幹部となられた人々にとっては単に美容上
の問題として誤りはないのであるが…斑状歯は全
身健康上の障害はないものと了解されていたよう
であった。そしてこの人々にとって早急の重大事
として提起されてきたことは、新来の住民急増に
よる上水量の不足であった」（美濃口 1977 : 408）
と述べている。
一方、斑状歯問題で市と争った新住民は、在来
住民について、「あそこらへんは田舎だから、人権
意識があまりしっかりしていないし、そういう意
識がなかった」、「当時の宝塚市議会の人というの
は、土地で力を持っている有力者ばかりであった。
その有力者のもとで働く農村部の住民たちは、斑
状歯を患って活動に参加したくとも、有力者たち
から圧力がかけられて参加できなかったのではな
いか」と考えている。
斑状歯問題当時の宝塚の住民は、7割が新住民
であったのに対し、3割が在来住民であった。し
かし、市議会はほぼ 10割が「地」の宝塚出身の議
員から成り立っており、新住民の意見を伝える議
員はほとんどいなかったという。斑状歯問題が公
表された当時の市議会の腰の重さの原因の一つは
このためではないかと考えられる。
この点については、今後さらに調査を進め、い
ずれ何らかの形で論じることにしたい。
結語
本論文は、西宮市山口町船坂および兵庫県宝塚
市をフィールドに、六甲山東麓の風土病「斑状
歯」について実地調査を行なうことで、村落部船
坂と都市部宝塚における、斑状歯をめぐる人びと
の病いの語り、そして斑状歯の原因となる水と人
びとの関係性、「近い水」と「遠い水」における
斑状歯との関係を明らかにしたものである。本研
究で明らかになった点は、次のとおりである。
1．日本各地には古来より、多様な病いが存在し
たが、その中である病いが一定地域に持続して多
発する場合、その病いは「風土病」と呼ばれる。
風土病は、病いの発生後、その地域の住民の生活
様式に大きな影響を与え、その土地特有の「病い
の文化」を生みだす。この風土病について、医学
領域における研究は一定量存在するものの、人文
社会領域における研究はほとんど存在していな
い。
2．今回の対象となる「斑状歯」とは、一定量
（0.8 ppm）を超えるフッ素を日常的に摂取するこ
とによって発生する歯の異常である。この病い
は、全国の花崗岩の多い地域（温泉、火山、鉱
山、渓谷など）などの地域で発見されている。兵
庫県下では、武庫川支流付近の地域で多く発見さ
れている。また、日本各地の斑状歯のなかには、
民間で発見された病いの特徴から、「なすび歯」、
「ハクサリ（歯腐り）」、「ヨナ歯」、「クイヤミ（喰
い止み）」という俗称で呼ばれてきた地域もあり、
今回のフィールドである船坂では「なすび歯」と
呼ばれている。
3．兵庫県南東部、西宮市の北部に位置する船坂
では、1957（昭和 32）年に集落内に水道がひか
れるまで、集落内の字ごとに井戸や水源地を持
ち、字ごとに共同で管理を行ない、使用してい
た。船坂において、「なすび歯」は昔から船坂の
住民に見られる病いであったが、その中でも特
に、ねずみがわらから水を引き、貯水槽に溜めて
利用していた、旧字「亥角」の住民に多く、貯水
槽の水を生まれた頃から毎日飲んで利用していた
住民は皆なるものといわれている。
4．船坂では、なすび歯に関する語りとして「ナ
スのたたり」と呼ばれる伝説が伝わっており、こ
の伝説は、民俗学の領域における、いわゆる「異
人殺し」という類の伝説である。この「異人殺
し」伝説が、船坂では「船坂のナスの来歴」や
「なすび歯の発生理由」を説明するために用いら
れている点で興味深いが、これをさらに分析する
と、元々船坂に存在した「なすび歯」と呼ばれる
風土病と、船坂で行なわれていた「ナスの栽培」
というまったく別の 2つのものが、「ナス」とい
う共通性から結び付けられ、この両者に絡む疑問
を解消するために、全国で語られる「異人殺し」
の伝説の様式に流しいれられ、新たなナスの「異
人殺し」として語られるようになったことが考え
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られる。
5．村落部船坂における水は、住民たちの手によ
って直接管理・給水・使用されていた「近い水」
である。なすび歯を患った亥角の住民たちにとっ
て、近場にある水で十分適した水量・水質を持つ
水はねずみがわらの水以外に無く、そのため自身
でこの水を選択した。それからの生活は、このね
ずみがわらの水によって成り立ち、この水は彼ら
の生活世界の一部となる。この水に問題が含まれ
ていたとしても、自身が選択し、それによって生
活が成り立つ以上、住人は水ごと問題を受け入れ
るしかない。これが、船坂における「近い水」と
斑状歯の関係性である。
6．兵庫県南東部、武庫川中流域の都市である宝
塚市は、明治から昭和にかけて行なわれた宝塚温
泉の開発、そしてそれに伴う交通の発達によって
栄えた都市である。しかし、この時に行なわれ
た、さまざまな企業による無計画な観光地開発そ
して住宅地開発は、宝塚の人口を一気に急増さ
せ、宝塚市はこれを支えるための水源地の開発に
追われることとなる。後年、この水源地開発によ
って表面化した病いが斑状歯であり、宝塚市では
この病いをめぐって「宝塚斑状歯問題」が発生す
る。
7．宝塚斑状歯問題は、宝塚市逆瀬川沿いにある
野上地区の市立西山小学校を中心に発生した問題
である。1971（昭和 46）年 5月、この小学校に
通う児童の多くに斑状歯の症状が認められると、
担当歯科医によって公表されたのをきっかけに、
1971（昭和 46）年から 1975（昭和 50）年代にか
けて、市民と市の間では斑状歯の認定と治療をめ
ぐって争いが行なわれた。1975（昭和 50）年 8
月、「宝塚斑状歯の認定及び治療補償に関する要
綱」が告知され、その後も何度か認定要綱の見直
しがあったが、これを機に斑状歯問題は収束に向
かった。
8．都市部宝塚における水は、船坂の「近い水」
とは異なり、住民は直接水の管理を行なわず、中
間組織である行政や水道局によって管理され、給
水される水を受け取る「遠い水」である。遠い水
の場合、水は、住民たちの住む生活世界の外部か
ら運ばれてくるものであり、彼らの生活世界の一
部には含まれない。さらに、住民自身ではない別
の存在によって、水が選択され、見えない管理が
行なわれている。住人自身がその過程に関与する
ことはないため、水になにか問題が発生した時、
住民たちは病いを受け入れず、水と自身の中間に
ある中間組織に責任を求めるのである。これが宝
塚における「遠い水」と斑状歯の関係性である。
9．筆者の現地調査の範囲内ではあるが、村落部
船坂の人びとは、宝塚市における斑状歯問題につ
いて、現在にいたるまでその存在を知らず、ま
た、都市部宝塚の人びとも、船坂における「なす
び歯」の存在について知らなかった。
10．総じて、六甲山東麓下において、水という同
じ原因からなる、「斑状歯」という同じ風土病を
患ったにもかかわらず、村落部と都市部とでは、
人びとの病に対する認識やその反応に大きな相違
が認められる。また、この認識や反応の違いはも
とより、双方における病いの存在自体について
も、互いに認識にしていないという実態がある。
以上、本研究は、民俗学をはじめとする人文社
会学領域では、ほとんど研究がなされてこなかっ
た風土病を取り上げ、病いと人びとの関わりのあ
り方について分析したものである。
冒頭にまとめたように、日本各地にはこのほか
にも数多くの風土病が存在した。これら風土病に
対し、病いと人びとの関わりのあり方に関する研
究は、まだ進める余地がある。
したがって、今後も各地の風土病を取り上げ、
さらなる調査を進めたい。
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